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藩
政
動
揺
期
の
諸
問
題

ー

i
越
前
藩
の
財
政
難
を
中
心
に
ー
ー
ー

上

幕
末
に
お
け
る
越
前
藩
が
薩
・
長
・
土
・
肥
に

比
べ
、
決
し
て
優
る
と
も
劣
ら
な
い
雄
藩
と
し
て

の
十
分
な
貫
禄
を
備
え
、
当
時
の
緊
迫
し
た
中
央

政
局
に
大
き
な
発
言
力
を
以
て
登
場
し
た
こ
と
は

周
知
の
通
り
だ
が
、
か
か
る
雄
藩
に
共
通
し
た
特

質
と
し
、
て
は
、
領
内
重
商
主
義
を
基
調
と
す
る
財

政
的
基
盤
の
安
定
の
上
に
立
っ
た
こ
と
で
、
越
前

藩
に
お
い
て
も
確
か
に
藩
主
松
平
慶
永
を
中
心
に

草
新
的
藩
巨
の
強
力
な
政
策
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
富
国
強
兵
H

殖
産
興

業
が
短
期
日
の
う
ち
に
予
期
以
上
の
実
効
を
収

め
、
少
く
と
も
藩
財
政
に
関
す
る
限
り
著
し
い
立

ち
直
り
を
み
せ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
と
こ
ろ

①
 

で
あ
る
。

10τ 

上

藩
政
動
揺
期
の
諸
問
題

と
こ
ろ
が
そ
れ
以
前
の
藩
財
政
は
ど
う
か
と
い

う
と
全
く
収
拾
し
よ
う
の
な
い
ほ
ど
の
窮
迫
し
た

ヲ
リ

l
ゼ

財
政
的
庁
危
機
H

に
立
っ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過

な
り
芯
わ

言
で
は
な
く
、
そ
の
聞
の
偽
ら
ざ
る
実
情
は
斉
善

が
第
十
五
代
藩
主
と
な
っ
た
翌
天
保
七
年
(
一
八

三
六
)
に
、
増
高
の
儀
に
つ
い
て
藩
の
留
守
居
大

道
寺
七
右
衛
門
か
ら
幕
府
あ
て
提
出
し
た
嘆
願
書

に
よ
り
察
知
さ
れ
る
た
め
、
次
に
そ
の
大
要
を
掲

②
 

げ
た
い
。

貞
享
の
大
法
で
極
度
の
緊
縮
財
政
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
が
、
も
と
も
と
領
地
自
体
が
薄
免
の
土

地
で
収
納
米
が
少
く
、
文
政
年
聞
に
二
万
石
加

増
さ
れ
て
表
高
三
十
二
万
石
と
な
っ
た
が
、
豊

凶
平
均
す
る
と
実
際
に
は
一
カ
年
二
十
九
万
石

程
度
の
収
納
し
か
な
く
、
「
其
後
逐
々
入
用
高

相
嵩
候
而
近
年
に
至
候
而
者
年
々
二
万
六
千
両

程
つ
つ
不
足
相
立
」
つ
よ
う
な
窮
状
で
、
し
か

も
さ
き
に
霊
岸
島
の
藩
邸
が
類
焼
し
、
公
金
借

入
を
は
じ
め
家
中
半
減
借
米
、
町
在
へ
の
御
用

金
賦
課
に
よ
り
、
よ
う
や
く
藩
邸
が
再
建
で
き

た
が
、
何
分
種
々
の
山
山
費
が
か
さ
み
「
元
来
不

如
意
之
勝
手
向
弥
増
必
至
之
難
渋
に
落
入
、
唯

今
に
て
者
古
借
新
借
惣
高
九
拾
万
両
余
の
借
財

に
相
成
い
、
当
用
の
運
送
金
も
滞
る
と
い
う
当

12の6夫

惑
至
極
の
財
政
難
に
あ
え
い
で
い
る
。

年
々
約
二
万
六
千
両
の
歳
入
不
足
を
か
乙
ち
、

借
財
の
総
額
が
実
に
九
十
万
両
に
土
る
と
あ
っ
て

は
、
全
く
救
い
よ
う
の
な
い
藩
財
政
の
実
態
を
露

①
 

呈
し
た
も
の
と
云
え
る
。

と
こ
ろ
で
か
か
る
財
政
的
行
き
詰
り
が
決
し
て

一
朝
一
夕
で
な
っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
あ
る
。
す
で
に
十
七
世
紀
の
半
ば
す
ぎ
の
寛

文
元
年
(
一
六
六
一
)
に
全
国
の
諸
藩
に
さ
き
が

け
で
藩
札
を
発
行
し
た
こ
と
自
体
が
財
政
難
に
見

舞
わ
れ
た
何
よ
り
の
証
左
で
あ
り
、
し
か
も
同
世

紀
後
半
の
貞
享
一
二
年
(
一
六
八
六
)
の
い
わ
ゆ
る

@
 

「
貞
古
干
の
大
法
」
に
よ
り
、
従
来
の
所
領
四
十
七

万
五
千
石
か
ら
一
挙
に
二
十
五
万
石
に
半
減
さ
れ

た
こ
と
は
、
藩
財
政
に
と
っ
て
も
全
く
致
命
的
な

打
撃
を
蒙
っ
た
と
云
え
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
幕
藩
体
制
の
下
で
は
、
年
を
経
る
ご

と
に
ま
す
ま
す
財
政
悪
化
の
途
を
辿
っ
た
の
は
、

決
し
て
越
前
藩
に
限
ら
ず
他
の
諸
藩
に
も
そ
の
程

度
の
差
こ
そ
あ
れ
共
通
し
た
と
乙
ろ
で
あ
る
。

封
建
的
土
地
所
有
の
実
現
形
態
で
あ
る
生
産
物

地
代
1
貢
租
収
奪
の
増
徴
策
は
、
十
八
世
紀
半
ば

の
宝
暦
期
で
は
全
国
的
に
完
全
な
頭
打
ち
状
態
と

な
り
、
ま
た
こ
の
こ
ろ
か
ら
明
和
期
に
か
け
ず
~
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は
、
領
主
と
農
民
の
階
級
対
立
の
激
化
の
表
現
で

あ
る
百
姓
一
撲
の
昂
揚
が
み
ら
れ
、
し
か
も
反
封

建
斗
争
へ
の
質
的
転
換
対
で
み
ら
れ
る
に
及
び
、

い
よ
い
よ
封
建
社
会
の
体
制
的
矛
盾
の
表
出
と
と

も
に
、
そ
の
全
構
造
的
な
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
乙

と
に
な
る
。

そ
こ
で
乙
の
危
機
的
様
相
の
集
約
的
表
現
で
あ

る
領
主
財
政
の
視
角
か
ら
、
拙
稿
で
は
か
か
る
封

建
的
危
機
へ
の
領
主
的
対
応
策
と
し
て
、
御
用
金

H

借
金
政
策
、
借
米
、
倹
約
令
の
三
点
に
ポ
イ
ン

ト
を
置
い
て
考
察
し
、
越
前
藩
の
藩
政
動
揺
期
に

お
け
る
財
政
難
の
基
調
を
追
究
す
る
こ
と
に
し
た

一一

租
徳
学
派
の
経
学
方
面
の
継
承
者
で
経
済
の
論

策
を
よ
く
し
た
太
宰
春
台
が
、
延
享
元
年
(
一
七

四
四
)
の
「
経
済
録
拾
遺
」
の
冒
頭
に
、
諸
藩
が

財
政
難
に
と
も
な
い
家
中
の
借
米
や
領
民
、
富
商

か
ら
の
御
用
金
徴
収
を
さ
か
ん
に
行
な
い
、
し
か

も
借
金
が
ま
す
ま
す
か
さ
み
そ
の
返
済
が
で
き
ず

赤
字
財
政
に
苦
し
ん
で
い
る
事
情
を
次
の
通
り
明

③
 

快
に
指
摘
し
て
い
る
。

近
来
諸
侯
大
小
と
な
く
国
用
不
足
し
て
貧
困
す

る
事
甚
し
。
家
臣
の
俸
禄
を
借
る
事
、
少
き
は

十
分
の
一
、
多
き
は
十
分
の
五
、
六
也
。
こ
れ

に
て
足
ら
ざ
れ
ば
国
民
よ
り
金
を
出
さ
し
め
て

急
を
救
ふ
。
猶
足
ら
ざ
れ
ば
、
江
戸
・
京
・
大
や

坂
の
富
商
大
買
の
金
を
借
る
事
、
年
々
に
己
ま

す
。
借
る
の
み
に
て
返
す
乙
と
稀
な
れ
ば
、
子

亦
子
を
生
み
て
、
宿
債
増
多
す
る
こ
と
幾
倍
と

い
ふ
こ
と
を
知
ら
ず
。

乙
れ
は
享
保
か
ら
延
享
に
か
け
て
の
十
八
世
紀

前
半
の
実
情
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
も
と
も

と
近
世
封
建
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
成
立
の
当

初
か
ら
商
業
資
本
の
活
動
範
囲
に
つ
な
ぎ
止
め
ら

れ
て
、
封
建
制
度
の
根
底
に
横
た
わ
る
数
々
の
矛

⑦
 

盾
を
急
速
に
激
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
最
も
端
的
な
現
わ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
幕
藩

体
制
な
る
政
治
的
仕
組
が
強
制
す
る
参
親
交
代
制

と
種
々
の
大
名
助
役
が
、
貨
幣
経
済
・
商
業
資
本

へ
の
依
存
を
決
定
的
な
ら
し
め
た
こ
と
で
、
藩
主

の
江
戸
在
住
に
と
も
な
う
膨
大
な
貨
幣
支
出
は
、

藩
財
政
を
た
ち
ま
ち
赤
字
化
さ
せ
て
い
っ
た
。

か
か
る
江
戸
入
用
が
そ
の
年
々
の
歳
出
の
な
か

で
ど
ん
な
比
重
を
占
め
る
か
に
つ
き
、
江
戸
後
期

の
経
世
学
者
海
保
育
陵
が
「
諸
大
名
共
に
国
用
の

半
は
江
戸
入
用
な
る
も
の
也
と
江
戸
に
で
も
云
ふ

こ
と
な
り
」
と
述
べ
、
江
戸
入
用
が
国
用
全
体
の

③
 

半
ば
に
も
な
る
と
い
う
実
情
を
訴
え
て
い
る
。

一
例
を
長
州
藩
に
あ
げ
る
と
、
す
で
に
寛
永
二

十
年
(
一
六
三
三
)
に
お
け
る
江
戸
の
諸
経
費
は

銀
一
、
二
六

O
貫
一

O
O匁
で
あ
り
、
藩
地
及
び

京
都
、
大
坂
の
合
計
は
銀
一
、
三
二
六
貫
七

0
0

匁
で
藩
全
体
の
所
要
経
費
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
、

し
か
も
こ
れ
を
当
年
の
総
収
入
一
、
二
五
三
貫
三

九
七
匁
余
と
対
比
す
れ
ば
、
そ
れ
を
超
す
ほ
ど
で

あ
り
、
差
引
不
足
分
の
一
、
三
三
三
貫
四

O
O匁

余
と
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
そ
の
不
足
分
は
概
ね
江

①
 

戸
の
諸
経
費
に
該
当
す
る
額
だ
と
云
え
る
。

ま
た
隣
藩
の
加
賀
藩
に
し
て
も
‘
元
禄
十
一
年

(
一
六
九
八
)
に
は
江
戸
で
の
支
出
が
四
、
八
四

四
貫
に
上
り
、
国
元
及
び
江
戸
で
の
収
納
銀
四
、

O
九
九
貫
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
で
、
国
許
で

の
支
出
八
、
六
二
一
貫
、
京
都
、
大
坂
で
の
支
出

一、

O
九
三
貫
計
九
、
七
一
四
貫
は
、
す
べ
て
借

銀
に
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
窮
状
を
示
す
わ
け

⑮
 

で
あ
る
。

そ
こ
で
越
前
藩
の
財
政
面
の
歳
出
入
の
実
態
を

示
す
恰
好
の
史
料
が
「
享
和
二
成
年
御
本
払
御
積

@
 

帳
」
(
一
八

O
二
)
に
み
ら
れ
る
の
で
、
ま
ず
そ

の
内
容
を
調
べ
た
う
え
で
、
江
戸
入
用
が
歳
出
面

で
ど
ん
な
比
重
を
占
め
る
か
を
考
え
た
い
。

越
前
藩
の
知
行
高
(
内
高
)
は
一
二

O
三、

六
九

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



109 

三
石
(
註
、
新
田
改
出
と
も
で
)
で
あ
る
が
、
そ

の
う
ち
地
方
知
行
・
寺
社
領
(
六
八
、

O
九

O

石
)
五

O
O石
以
下
知
行
(
六
七
、
一
九

O
右
)

役
料
(
七
、
ニ

O
O石
)
切
米
・
扶
持
米
・
合
力

米
な
ど
(
九
二
、
コ
二
六
右
)
及
び
そ
の
他
の
米

払
い
(
一
四
、
八
九
九
石
)
を
加
え
た
計
二
五

回
、
六
六
五
石
を
差
引
い
た
残
高
四
九
、

O
二
八

右
が
御
台
所
高
に
な
る
わ
け
で
、
そ
の
高
の
三
ツ

二
歩
五
厘
(
三
二
・
五
%
)
収
納
と
し
、
こ
れ
に

免
違
之
出
米
・
地
子
米
・
詰
返
上
米
・
小
物
成
・

運
上
銀
・
一
ニ
国
口
銭
な
ど
、
さ
ら
に
八
歩
御
借
米

一
八
、

0
0
0俵
(
七
、
二
五
八
両
余
)
を
加
え

た
計
三
二
、
七

O
四
両
が
歳
入
と
な
る
勘
定
で
あ

る
。
〔
表

(
1
)
を
参
照
〕

乙
れ
に
対
し
て
「
御
入
用
」
(
歳
出
)
の
方
は

ど
う
か
と
云
う
と
、
江
戸
入
用
が
二
九
、
八
六
四

両
、
国
元
入
用
と
京
都
・
大
坂
入
用
と
を
合
わ
せ

て一

O
、
六
三
七
両
一
歩
、
そ
れ
に
年
賦
元
入
及

び
利
足
(
四
、
九
七
三
両
三
歩
)
町
在
頼
母
子
利

金
(
一
、
三

O
O両
)
な
ど
を
加
え
た
全
入
用
が

四
六
、
七
七
四
両
で
差
引
一
四
、

O
七

O
両
が
不

足
す
る
わ
け
で
、
し
か
も
ζ

の
さ
い
歳
入
の
二
二

%
に
も
当
る
借
米
七
、
二
五
八
両
余
を
歳
入
に
加

算
し
な
け
れ
ば
、
不
足
額
は
さ
ら
に
激
層
す
る
こ

と
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
甚
し
い
赤
字
財
政
の
実

上

落
政
動
揺
期
の
諸
問
題

態
が
明
瞭
に
う
か
が
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
歳
出
面
で
は
江
戸
入
用
二
九
、
八
六

四
両
が
最
も
大
き
な
比
重
を
占
め
、
国
元
・
京
都

・
大
坂
入
用
の
計
一

O
、
六
三
七
両
の
約
二
・
八

倍
の
多
額
に
上
っ
て
お
り
、
ま
た
全
入
用
四
六
、

七
七
四
両
の
約
六
割
以
上
に
も
及
ぶ
と
と
に
な

る
。
ま
た
こ
の
江
戸
入
用
は
会
歳
入
三
二
、
七

O

四
両
の
約
九
一
%
を
占
め
る
わ
け
で
、
藩
財
政
に

と
り
如
何
に
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
か
が
わ

か
る
。以
上
の
よ
う
な
財
政
事
情
は
決
し
て
享
和
二
年

の
特
例
で
は
な
く
、
天
保
四
年
(
一
八
三
三
)
の

例
で
も
江
戸
入
用
が
三
三
、
四
七
一
両
二
歩
で
、

国
元
入
用
一
四
、
四
五
七
両
三
歩
の
約
二
・
三
倍

⑫
 

で
あ
り
、
そ
の
後
は
藩
政
改
革
で
江
戸
入
用
を
極

力
節
減
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
弘
化
二
年
(
一
八
四

五
)
で
は
三

O
、
七
三
七
両
と
、
さ
き
の
天
保
年

聞
の
分
に
比
し
て
僅
か
し
か
減
少
し
な
い
の
で
あ

⑬
 
る。

一一一

か
か
る
江
戸
入
用
に
と
も
な
う
赤
字
財
政
に
対

し
て
は
勢
い
借
金
政
策
を
と
ら
ざ
る
を
得
ず
、
と

く
に
幕
府
の
用
命
や
江
戸
藩
邸
の
再
建
、
修
築
な

ど
の
臨
時
的
支
出
に
は
、
領
内
町
在
に
対
す
る
御

用
金
賦
課
や
領
内
外
の
富
商
、
御
用
達
、
両
替
商

な
ど
か
ら
の
大
口
借
入
れ
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い

の
が
実
情
で
あ
っ
た
。

そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
、
寛
保
三
年
(
一
七
四

三
年
)
八
月
幕
府
用
命
に
よ
る
日
光
廟
修
復
の
た

め
、
藩
で
は
歳
入
総
額
の
約
二
倍
に
も
当
る
計
六

万
五
千
両
と
い
う
巨
額
の
御
用
金
を
町
在
へ
賦
課

し
た
う
え
、
家
中
に
対
し
て
は
、
「
兼
而
勝
手
不

如
意
、
去
年
無

ν
拠
借
米
増
申
付
、
面
々
困
窮
弥

増
気
之
毒
候
共
不
v
得
ν
止
事
、
又
々
借
米
増
申

付
候
」
(
『
国
事
叢
記
』
七
)
と
し
て
、
知
行
・

俸
禄
・
扶
持
な
ど
の
大
巾
削
減
を
行
う
ほ
か
、
御

奉
行
加
藤
武
右
衛
門
が
京
都
へ
御
金
才
覚
に
出
向

か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
享
和
二
年
(
一
八

O
二
)
一
月
幕
府
よ
り

隅
田
川
筋
川
俊
を
命
ぜ
ら
れ
、
領
内
に
三
万
両
の

御
用
金
を
賦
課
し
た
と
こ
ろ
、
偶
々
江
戸
常
盤
邸

が
擢
災
し
た
の
で
川
役
は
免
除
さ
れ
た
が
、
藩
邸

再
建
の
た
め
御
用
金
を
五
万
両
に
増
額
す
る
と
い

⑬
 

う
有
様
で
、

ζ

の
よ
う
に
し
ば
し
ば
見
舞
わ
れ
る

藩
邸
の
擢
災
に
よ
る
再
建
や
修
復
に
要
す
る
出
費

だ
け
で
も
藩
財
政
を
如
何
に
圧
迫
し
た
か
が
わ
か

る
で
あ
ろ
う
。

そ
乙
で
元
禄
十
二
年
(
一
六
九
九
)
よ
り
天
保

六
年
(
一
八
三
五
)
ま
で
に
至
る
領
内
町
在
か
ら
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上

藩
政
動
揺
期
の
諸
問
題

表 (1)

項 目 τ戸さ司「 {蔚 考

内 品 303，693石 新田改出とも

地方知行・寺社領・ 500石以下知行

-役料・切米・扶持・合力米その他

米払い等差引残 ⑧ 。，位8石 御台所高

③の32.57ぢ収納 ⑧ 39，835俵 年貢率 5ツ2歩5厘

⑧+免違之出米 J 。
42，72555両1俵.3歩) 

免違之出米 (2，900俵)

(17， 

両歩

歳 ⑥定米 ↑7，231.3 

地子米・詰返上米等 2，688.1 (6，667俵)

小物成・運上銀等 3，526; 

三国口銭・その他 2，000. 

入
八歩借米 7，258. (18，000俵)

計 32，704目

江戸入用 29，864. 

歳
10，637.1 

大坂入用

年賦元入・利足 4，973.3 

出
町在頼母子利金 1，300. 

計ー

差 日| 不 足 14，700. J~j 

享和 2年(1802)経常歳出入調(越前藩〉

の
御
用
金
徴
収
に
つ
き
、
『
国
事
叢
記
』
『
続
片

聾
記
』
『
福
井
県
史
』
『
越
落
編
年
録
』
(
松
平

文
庫
・
福
井
県
立
図
書
館
蔵
)
『
越
藩
歴
誌
』

(
同
上
)
な
ど
関
係
史
料
に
よ
り
管
見
す
る
だ
け

で
も
、
表

(
2
)
の
通
り
、
計
二
十
一
件
、
総
額

四
六
五
、
七
二

O
両
に
上
る
が
、
そ
の
う
ち
幕
府

か
ら
の
用
命
お
よ
び
藩
主
の
江
戸
在
府
に
と
も
な

う
諸
経
費
調
達
を
め
ざ
す
も
の
だ
け
で
も
、
計
十

一
件
、
金
額
で
二
七
八
、
二
二

O
両
と
全
体
の
約

六
割
を
占
め
て
お
り
、
乙
の
種
負
担
が
藩
の
赤
字

財
政
に
、
ま
す
ま
す
拍
車
を
か
け
た
こ
と
は
極
め
て

明
白
で
あ
る
。

し
か
も
か
か
る
江
戸
諸
経
費
が
完
全
な
貨
幣
経

済
の
上
に
営
ま
れ
て
い
た
以
上
、
前
述
の
御
用
金

に
よ
る
調
達
に
加
え
、
江
戸
富
商
か
ら
の
借
金
に

も
大
き
く
依
存
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

ヲ

G

。し
か
し
こ
の
種
借
金
政
策
に
も
次
第
に
行
詰
勺

て
き
た
と
み
え
、
寛
延
元
年
(
一
七
四
八
)
正
月

御
家
老
本
多
道
好
か
ら
各
奉
行
に
下
し
た
害
状
に

も
「
然
者
各
存
知
之
通
江
戸
表
莫
大
之
御
物
入

共
に
付
、
他
国
御
才
覚
等
果
敢
/
元
敷
無
レ
之
、

不
ν
及
二
是
非
一
何
も
評
議
之
上
、
又
々
御
用
金
申

付
事
候
」
と
、
江
戸
を
含
め
た
領
外
富
商
か
ら
の

借
金
が
全
く
意
の
如
く
な
ら
な
い
窮
状
を
訴
え
て

(村田氏寿編『会計之部』松平文庫)により作製「享和二戊年御本払御積!隈」(註)
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(2) 表領内町在への御用金賦課状況

〔貞享5年(1686).......天保6年(1835)) 

年 代 l 月日 1 御用金! 理 由

両
元禄12(1699) 9. (間) 10，000 (県)

宝永 1(1704) 4. 21，000 普請子伝 (編) (県)

/./ 5 (1708) 2. 5，000 幕府からの用命 (県)

/./ /./ 6. 11，000 (県)

/./ 7 (17↑0) 7. 15，000 (県)

正徳 1(1711) 2. 3，500 (県)

享保 1(1716) 5. 30，000 幕府御霊屋の普請手伝 (県) (編)

/./ 12 (1727) 8. 5，000 勝手不如意 (県)

元文 1(1736) 6. 18. 18，000 江戸普請 (編) (国) (越) (県)

寛保 1(1741) 9. 25. 30，000 前年の大洪水など (越) (国)

/./ 3 (1743) 8. 28. 65，000 日光廟手当用金 (編) (国) (県)

寛延 1(1748) 55，000 勝手不如意 (越) (国)

宝暦 4(1754) 5. 14. 25，000 (越)

/./ 8 (1758) 夏 15，000 札元準備金不足のため (県)

明和 5(1768) 2. 16，220 参観交代費l乙窮す (県)

/./ /./ 2. 22. ↑8，000 (片)

安永 1(1772) 3. :~'~~~ I 江戸常盤橋屋敷焼失 (県)

享和 2(1802) 50，000 iL戸常盤橋屋敷再建のため(県) (越)

文化 3(1806) 6. 15，000 江戸用邸建築のため (県j

4ク /./ 9. 14. 12，000 上屋鋪類焼のため (片)

天保 6(1835) 4. 28，000 I 幕府御手伝のため (県)

計

上

藩
政
動
揺
鶏
の
諸
問
題

国事叢記...・H ・..(国)

越藩編年録H ・H ・(編)

福井県史二......(県)

続片聾記....・H ・.(片)

越藩歴誌・ H ・H ・..(越)

(註)

。御用金額につき史料の聞に一部若干の相違がみられる場合は、県史、

国事叢記または続片聾記の記載の額による乙ととした。
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上

藩
政
動
揺
期
の
諸
問
題

n2 

い
る
。
事
実
明
和
五
年
(
一
七
六
八
)
六
月
、
十
二

代
藩
主
重
富
が
帰
国
の
た
め
の
旅
費
に
窮
し
、
江

戸
富
商
に
借
金
を
申
込
ん
だ
が
断
わ
ら
れ
、
藩
士

の
真
剣
な
努
力
で
よ
う
や
く
三
千
両
の
借
入
れ
が

@
 

で
き
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
江
戸
町
人
十
一
人
を
召
呼
ん
だ
が
、
応

じ
た
の
は
わ
ず
か
四
人
で
、
「
拝
領
物
等
被
二
仰

付
一
、
必
至
ニ
御
頼
ニ
付
様
々
仕
候
得
共
、
不
一
一

相
調
こ
と
い
う
有
様
で
、
藩
主
は
六
月
二
日
夜

目
付
の
一
柳
新
九
郎
を
寝
所
に
呼
ん
で
、
五
日
に

は
ど
う
で
も
江
戸
を
出
発
し
た
い
か
ら
是
非
と
も

才
覚
す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
乙
で
一
柳
新
九
郎
は

「
一
命
を
懸
相
働
相
調
不
レ
申
候
ハ
パ
、
御
屋
敷

江
再
罷
帰
間
敷
由
」
云
い
切
っ
て
、
富
商
の
栗
原

喜
三
郎
、
大
橋
屋
忠
七
、
丸
屋
治
左
衛
門
、
播
磨

や
新
右
衛
門
を
夜
中
た
た
き
起
し
、
必
死
の
懇
請

で
よ
う
や
く
三
千
両
の
借
金
が
決
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。

乙
の
よ
う
な
事
実
は
、
越
前
落
と
し
て
江
戸
富

商
か
ら
の
借
金
が
極
め
て
難
し
く
な
っ
た
何
よ
り

の
証
拠
で
あ
ろ
う
。

四

一
方
こ
の
明
和
年
聞
に
な
る
と
、
前
述
の
表

(
2
)
に
み
ら
れ
る
領
内
町
在
へ
の
御
用
金
賦
課

に
し
て
も
、
領
民
の
強
い
不
満
や
反
対
を
買
い
、

つ
い
に
は
明
和
五
年
(
一
七
六
八
)
三
月
の
い
わ

ゆ
る
「
明
和
の
越
前
大
一
授
」
を
惹
き
起
す
大
き
@
 

な
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

す
で
に
明
和
期
以
前
に
お
い
て
御
用
金
賦
謀
反

対
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
一
撲
と
し
て
、
延
享
元

年
(
一
七
四
四
)
二
月
の
強
訴
〔
註
・
福
井
城

下
・
前
年
の
寛
保
三
年
八
月
日
光
廟
手
当
用
金
六

五、

0
0
0両
賦
課
に
よ
る
〕
や
寛
延
元
年
(
一

七
四
八
)
二
月
の
み
の
虫
騒
動
〔
註
・
足
羽
地

方
、
福
井
城
下
・
同
年
一
周
勝
手
不
如
意
を
理
由

と
す
る
五
五
、

0
0
0両
賦
課
に
よ
る
〕
な
ど
が

あ
り
、
明
和
五
年
二
月
に
至
り
藩
主
が
江
戸
に
参

親
す
る
費
用
に
窮
し
町
在
に
二
ハ
、
二
二

O
両
の

⑪
 

御
用
金
を
課
し
た
乙
と
で
、
累
積
し
た
領
民
の
不

満
が
遂
に
爆
発
す
る
恰
好
と
な
る
。

周
年
三
月
下
旬
か
ら
四
月
上
旬
に
か
け
て
福
井

城
下
を
中
心
に
惣
百
姓
一
段
l
全
藩
一
授
の
形
で

展
開
し
、
そ
の
仔

l
ク
時
に
は
農
民
や
都
市
細
民

⑬
 

の
総
勢
二
万
人
に
も
及
ぶ
と
伝
え
る
大
規
模
な
も

の
に
ふ
く
れ
上
っ
た
の
で
あ
る
が
、
乙
の
さ
い
と

く
に
注
目
す
べ
き
は
攻
撃
の
対
象
が
藩
御
用
達
や

特
権
商
人
に
向
け
ら
れ
、
徹
底
し
た
「
打
ち
ζ

わ

し
」
が
か
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ら
御
用
達
の
な
か
に
は
藩
財
政
の
中
枢
た

る
札
所
元
締
を
つ
と
め
る
美
濃
屋
喜
左
衛
門
、
新

屋
三
郎
右
衛
門
、
紙
屋
新
兵
衛
な
ど
が
含
ま
れ
て

お
り
、
と
く
に
美
濃
屋
の
如
き
は
、
そ
の
年
が
凶

作
に
も
拘
ら
ず
大
量
の
米
穀
を
買
占
め
て
他
国
へ

移
出
し
た
こ
と
が
領
民
の
奮
慨
を
ま
ね
き
、
大
一

⑬
 

授
の
直
接
の
導
火
線
と
も
な
る
。

ま
た
別
の
一
史
料
が
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
財

政
担
当
の
奉
行
が
六
軒
の
御
用
達
に
正
米
を
買
占

め
さ
せ
両
者
が
結
託
し
て
利
得
を
窓
に
し
た
と
し

⑫

⑫

 

て
い
る
が
、
た
し
か
に
一
授
諸
要
求
の
な
か
に

「
御
役
人
御
貧
着
の
事
」
、
「
役
人
私
欲
最
買
の
事

」
、
「
町
人
ど
も
の
内
悪
み
深
き
者
の
事
」
の
三

条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
聞
の
偽
ら
ざ

る
実
相
を
端
的
に
物
語
る
も
の
と
見
倣
さ
ざ
る
を

得
な
い
。

困
窮
す
る
藩
財
政
が
御
用
達
に
対
す
る
借
金
政

策
に
大
き
く
依
存
す
る
こ
と
か
ら
、
藩
と
し
て
で

き
る
だ
け
か
れ
ら
に
年
貢
米
の
取
扱
い
を
認
め
ね

⑫
 

ば
な
ら
ず
|

|

l

こ
れ
は
勢
い
米
穀
買
占
め
に
よ
る

米
価
高
を
ま
ね
き
、
と
く
に
農
民
や
都
市
細
民
を

苦
し
ま
せ
る
乙
と
に
な
る
が
ー
ー
ー
し
か
も
こ
の
さ

い
藩
役
人
が
御
用
達
の
利
得
の
一
部
に
あ
づ
か
る

乙
と
と
も
関
連
し
て
、
ま
す
ま
す
領
民
の
う
ら
み

を
買
う
わ
け
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
乙
の
大
一
撲
で
は
、
そ
の
は
げ
し
さ

を
加
え
る
過
程
の
な
か
で
藩
側
は
つ
い
に
一
授
側

の
要
求
に
屈
し
て
「
才
覚
金
」
の
免
除
を
指
示
し

「
御
用
金
御
免
、
又
宮
入
茂
御
免
」
を
申
渡
し
て

御
用
金
賦
課
を
取
り
や
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

が
、
乙
の
明
和
期
以
降
に
お
い
て
領
内
町
在
か
ら

の
御
用
金
調
達
が
極
め
て
困
難
と
な
っ
た
事
情

は
、
表

(
6
)
お
よ
び
表

(
7
)
の
、
グ
ラ
フ
に
よ

っ
て
も
明
瞭
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
江
戸
富
商
か
ら
の
借
金
や
領
内
御

用
金
調
達
の
深
刻
な
行
詰
り
か
ら
す
れ
ば
、
残
さ

れ
た
借
金
の
道
は
、
京
都
や
大
坂
の
上
方
商
人
に

求
め
ざ
る
を
得
な
い
勘
定
と
な
る
。

五

こ
れ
よ
り
先
、
寛
文
九
年
(
一
六
六
九
)
四
月

勝
見
か
ら
の
火
災
で
本
城
を
灰
煙
し
城
地
の
ほ
と

ん
ど
が
焦
土
と
佑
し
た
た
め
、
藩
で
は
幕
府
に
懇

請
し
て
銀
九
千
百
余
貰
を
借
り
た
が
、
一
方
「
大

坂
の
富
商
よ
り
資
を
借
り
之
を
諸
士
以
下
商
買
に

貸
下
げ
て
造
作
に
資
せ
し
む
」
と
『
福
井
県
史
』

が
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
す
で
に
十
七
世
紀

後
半
に
お
い
て
大
坂
富
商
か
ら
の
借
金
の
実
績
が

あ
っ
た
こ
と
が
判
か
る
。

そ
の
後
貞
享
三
年
(
一
六
八
六
)
に
は
「
上
方

商
人
に
対
じ
用
金
の
返
附
し
難
き
を
述
べ
」
と
伝

上

藩
政
動
揺
期
の
諸
問
題

え
る
な
ど
、
当
時
京
都
、
大
坂
の
豪
商
よ
り
か
な

り
の
借
金
を
仰
い
で
お
り
、
し
か
も
「
貞
享
の
大

法
」
と
い
う
藩
政
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
困
難
な

局
面
に
遭
遇
し
て
、
借
金
返
済
の
見
通
し
が
難

し
く
な
っ
た
苦
し
い
財
政
事
情
が
う
か
が
わ
れ

ヲ@。
と
こ
ろ
が
十
八
世
紀
に
入
り
享
保
年
聞
に
な
る

と
大
坂
や
京
都
の
商
人
で
福
井
を
訪
れ
て
藩
よ
り

拝
領
物
ま
で
受
け
る
も
の
が
現
わ
れ
て
く
る
。

享
保
二
年
(
一
七
一
七
)
六
月
十
五
日
に
は
浪

花
町
人
肥
前
屋
長
作
及
び
肥
前
屋
喜
兵
衛
が
藩
主

に
拝
え
っ
し
、
離
福
の
さ
い
に
は
絹
・
紙
な
ど
の

拝
領
物
を
さ
ず
か
り
、
つ
い
で
享
保
四
年
こ
七

一
九
)
に
も
再
訪
し
、
八
月
四
日
に
福
井
御
泉
水

で
饗
応
さ
れ
て
い
る
(
『
国
事
叢
記
』
五
)
。

寛
保
二
年
(
一
七
四
二
)
に
は
大
坂
町
人
津
軽

屋
彦
右
衛
門
が
以
前
の
拝
領
物
の
謝
礼
に
献
土
物

を
た
ず
さ
え
て
来
訪
、
藩
の
評
定
所
で
料
理
接
待

を
受
け
、
同
年
十
月
十
九
日
に
は
京
都
町
人
増

田
屋
庄
左
衛
門
が
、
そ
の
前
年
に
二
十
人
扶
持
を

給
さ
れ
た
謝
礼
に
訪
れ
て
い
る
(
『
前
掲
書
』

七
)ま
た
延
享
元
年
(
一
七
四
四
)
三
月
九
日
に
は

大
坂
の
天
王
寺
屋
手
代
が
越
前
屋
(
註
・
越
前
屋

市
郎
右
衛
門
)
の
口
添
で
来
訪
、
勘
定
所
で
料
理

接
待
を
受
け
綿
・
御
金
の
拝
領
物
を
も
ら
っ
て
い

る
(
『
前
掲
書
』
八
)

0

こ
の
よ
う
な
上
方
商
人
の
し
ば
し
ば
の
福
井
来

訪
が
、
越
前
藩
の
借
金
に
関
連
す
る
ζ

と
は
容
易

に
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
こ
で
宝
暦
八
年
(
一
七
五
八
)
三
月
一
日
に

は
、
大
坂
の
富
商
で
か
つ
藩
御
用
達
を
つ
と
め
る

牧
村
清
右
衛
門
、
五
郎
右
衛
門
一
行
が
来
訪
し
て

い
る
。藩
主
重
昌
へ
は
立
聞
三
掛
(
紅
浅
黄
紫
箱
入
)

手
綱
三
筋
(
縮
緬
フ
ク
サ
染
箱
入
)
十
本
入
扇
子

箱
を
献
上
、
ま
た
御
家
老
中
、
御
中
老
中
へ
は
そ

れ
ぞ
れ
、
晒
扇
子
三
本
入
、
御
用
人
御
奉
行
へ
は

扇
子
三
本
入
砂
糖
一
曲
三
斤
入
を
贈
っ
た
の
で
、

五
日
に
は
勘
定
所
で
料
理
接
待
を
受
け
た
。
さ
ら

に
十
日
に
は
「
御
泉
水
ニ
市
御
料
理
被
レ
下
、
種

々
御
馳
走
、
御
奉
行
中
並
御
勝
手
五
人
」
(
『
国

事
叢
記
』
十
一
)
と
い
う
念
の
入
っ
た
饗
応
ぷ
り

で
、
し
か
も
藩
で
は
次
の
よ
う
な
拝
領
物
を
贈
っ

て
い
る
。

牧
村
両
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
相
御
紋
御
上
下
一

具
、
桐
御
紋
御
小
袖
一
ッ
、
烏
子
紙
二
百
枚
、
両

人
の
番
頭
・
手
代
橋
本
長
右
衛
門
に
は
相
御
紋
御

上
下
一
具
、
御
国
絹
一
疋
、
清
右
衛
門
の
手
代
富

田
喜
兵
衛
に
は
御
国
絹
一
疋
、
白
銀
三
枚
、
五
郎
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右
衛
門
手
代
浅
田
治
兵
衛
、
清
右
衛
門
手
代
飯
田

新
蔵
J

吉
村
新
兵
衛
の
各
自
に
御
国
絹
一
疋
、
金

五
百
疋
を
給
す
る
な
ど
御
用
達
へ
の
拝
領
物
と
し

て
は
先
例
の
な
い
よ
う
な
厚
遇
措
置
を
と
っ
て
い

る
子ιれ
も
枚
村
両
人
が
、
そ
の
前
年
の
宝
暦
七
年

ハ
一
七
五
七
)
大
坂
の
廻
米
御
蔵
宿
に
藩
か
ら
委

嘱
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
月
二
千
両
の
江
戸
仕
送

り
を
引
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
蔵
米
販
売
に

結
び
つ
く
大
口
借
金
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

か
か
る
御
用
達
は
藩
の
財
政
的
視
角
か
ら
は
極

め
て
重
要
か
つ
貴
重
な
在
在
で
あ
り
、
「
枚
村
二

人
江
家
老
中
よ
り
も
一
種
返
礼
被
ニ
相
送
一
、
近

⑧
 

年
如
レ
此
結
構
之
御
取
扱
無
ν
之
候
」
と
ま
で
云

わ
れ
、
。
同
年
三
月
十
三
日
に
は
牧
村
両
人
に
そ
れ

ぞ
れ
五
十
人
扶
持
、
そ
の
番
頭
・
手
代
の
橋
本
に

は
十
五
大
扶
持
、
清
右
衛
門
の
手
代
の
富
田
に
は

五
人
扶
持
-
五
郎
右
衛
門
の
手
代
浅
田
に
は
三
人

扶
持
、
清
右
衛
門
の
手
代
飯
田
に
も
同
じ
く
三
人

扶
持
を
給
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
宝
暦
八
年
(
一
七
五
八
)
夏
、
札
元

準
備
金
不
足
の
た
め
領
内
に
御
用
金
一
万
五
千
両

を
課
し
た
と
と
ろ
、
牧
村
が
と
れ
を
一
手
に
引
受

け
て
調
達
し
た
た
め
領
民
が
大
い
に
喜
ん
だ
と

@
 

『
福
井
県
史
』
が
伝
え
て
お
り
、
同
年
暮
の
十
二

月
に
は
牧
村
両
人
に
対
し
て
「
其
方
共
儀
御
勝
手

向
出
精
相
勤
奇
特
ニ
思
召
候
」
と
新
た
に
高
三
百

石
を
齢
、
翌
九
年
(
一
七
五
九
三
一
月
牧
村
清
右

衛
門
が
福
井
に
再
訪
の
折
に
は
破
格
の
歓
待
を
し

て
い
る
。

高
三
百
石
と
い
え
ば
越
前
藩
で
は
百
家
に
み
た

@
 

な
い
高
禄
で
あ
り
、
か
か
る
優
遇
措
置
を
講
じ
た

乙
と
は
、
か
れ
ら
御
用
達
が
如
何
に
藩
財
政
に
大

⑫
 

き
な
影
響
力
を
与
え
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

ま
た
宝
暦
十
年
(
一
七
六

O
)
五
月
に
は
牧
村

両
人
(
註
、
宝
暦
八
年
札
所
元
締
と
な
る
)
が
宝

紗
(
銀
札
)
の
背
面
に
私
印
を
捺
し
て
は
じ
め
て

そ
の
信
用
を
保
持
し
た
と
の
伝

'pで
あ
る
位
だ

が
、
同
年
突
如
札
所
元
締
を
や
め
さ
せ
ら
れ
、
新

た
に
米
屋
善
四
郎
、
新
屋
三
郎
右
衛
門
、
美
濃
屋

喜
左
衛
門
な
ど
領
内
の
有
力
な
御
用
達
十
八
名
が

任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
記
録
の
上
で
は
は
っ
き

り
し
た
乙
と
が
つ
か
め
な
い
が
、
当
時
の
狂
歌
に

「
牧
村
は
御
国
を
つ
め
に
き
た
れ
共
、
金
銀
な
く

て
け
い
ば
か
り
し
ゃ
」
と
か
、
「
難
波
か
ら
た
ま

す
狐
が
二
っ
き
て
、
金
は
こ
ん
/
¥
札
は
わ
び

@
 

く
」
な
ど
牧
村
両
人
へ
の
強
い
反
感
を
示
す
よ
う

な
も
の
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
領
内
御
用
達
よ
り

反
ぱ
つ
を
買
う
よ
う
な
事
情
が
あ
り
、
藩
も
そ
れ

を
黙
殺
で
き
ず
に
や
む
な
く
と
っ
た
措
置
と
も
思

考
さ
れ
る
。

一
¥
一
/

牧
村
両
人
は
確
か
に
藩
財
政
に
は
重
要
な
存
在

で
あ
り
、
相
当
な
影
響
力
を
持
つ
て
は
い
た
が
、

か
れ
ら
の
系
譜
を
み
る
と
「
本
百
姓
ニ
而
大
庄
屋

十
云
者
也
」
と
い
う
新
興
富
商
ク
ラ
ス
に
入
り
、

大
坂
町
人
と
し
て
は
鴻
池
屋
、
加
嶋
屋
、
嶋
屋
な

ど
の
有
名
両
替
商
に
は
到
底
及
ば
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。藩で
は
す
で
に
宝
暦
九
年
(
一
七
五
九
)
三
月

越
州
鋸
市
郎
右
衛
門
を
「
大
坂
御
蔵
屋
鋪
」
の
御

蔵
守
に
、
藩
役
人
の
小
算
福
田
伝
兵
衛
を
「
大
坂

御
屋
鋪
守
」
に
任
じ
た
こ
と
は
、
大
坂
廻
米
を
一

段
と
促
進
す
る
態
勢
が
出
来
上
っ
た
証
左
で
も
あ

り
、
か
か
る
廻
米
を
元
利
返
済
の
引
当
と
し
て
の

借
金
政
策
に
よ
り
、
な
る
ベ
ミ
多
く
の
有
名
両
替

商
に
働
き
か
け
て
、
大
名
貸
の
対
象
と
な
る
実
績

を
側
出
、
確
保
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
わ
け
で

あ
る
。
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と
こ
ろ
が
廻
米
量
は
ど
う
か
と
云
う
と
、
直
接

借
金
の
元
利
似
い
と
結
び
付
け
得
る
も
の
は
、
年

間
一
l
i
二
万
石
程
度
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は

他
の
諸
藩
に
比
し
て
僅
少
で
あ
均
、
大
坂
両
替
商

に
対
し
廻
米
を
返
済
の
引
当
と
す
る
借
金
取
引
を

有
利
に
推
進
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
、
は
か
ば

か
し
く
い
か
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
そ
の
た
め

つ
い
に
は
幕
府
に
働
き
か
け
、
そ
の
強
権
に
す
が

っ
て
大
坂
両
替
商
の
大
名
貸
を
求
め
る
と
い
う
強

引
な
仕
法
ま
で
と
ら
れ
て
い
る
が
、
『
国
事
叢

記
』
に
お
い
て
そ
の
経
緯
の
概
要
が
う
か
が
わ
れ

ヲ
令
。
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明
和
七
年
(
一
七
七

O
)
に
至
り
、
藩
主
重
富

は
実
家
の
一
橋
家
を
通
じ
幕
府
に
対
し
て
藩
庫
の

財
政
窮
迫
の
実
情
を
強
く
訴
え
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
同
年
二
月
二
十
日
家
老
の
狛
帯
万
と
奉
行
の

一
柳
新
九
郎
(
註
、
明
和
五
年
六
月
の
江
戸
に
お

け
る
借
金
成
功
に
よ
り
目
付
よ
り
奉
行
に
昇
進
)

を
江
戸
に
派
遣
し
て
、
「
公
儀
御
役
方
江
御
頼
、

大
坂
ニ
市
有
徳
之
町
人
御
頼
」
と
い
う
や
り
方
で

折
衝
に
当
っ
た
。

そ
乙
で
一
柳
新
九
郎
は
実
際
凶
作
は
「
御
用
筋
様

子
克
相
働
、
諸
方
度
々
出
会
-
一
付
、
奨
束
入
用
之

由
、
依
ν
之
御
内
々
御
惟
子
二
ツ
拝
領
仕
」
(
『

上

藩
政
動
揺
期
の
諸
問
題

国
事
叢
記
』
十
五
、
七
月
十
三
日
の
条
)
と
い
う

風
に
、
関
係
筋
に
懸
命
な
努
力
を
し
た
よ
う
だ

が
、
両
替
商
と
の
表
向
き
の
交
渉
に
は
た
え
ず
幕

吏
が
当
っ
て
い
る
。

「
江
戸
御
頼
御
用
掛
り
」
と
し
て
、
老
中
松
平

右
近
将
監
、
側
衆
水
野
豊
後
守
、
勘
定
頭
小
野
日

向
守
、
町
奉
行
曲
淵
甲
斐
守
、
大
坂
奉
行
(
註
、

東
西
両
町
奉
行
)
室
賀
山
城
守
、
神
谷
大
和
守
の

六
名
の
名
が
み
え
、
一
方
「
御
金
御
頼
大
坂
町

人
」
即
ち
借
入
先
の
大
坂
両
替
商
、
富
商
と
し
て

は
二
十
名
の
多
数
に
上
っ
て
い
碍
。
そ
の
な
か
に

は
鴻
池
屋
善
右
衛
門
、
鴻
池
屋
又
右
衛
門
、
鴻
池

屋
善
八
、
三
井
屋
八
郎
右
衛
門
、
加
嶋
屋
十
郎
兵

衛
、
嶋
屋
市
兵
衛
な
ど
著
名
な
両
替
の
名
が
み
え

て
い
る
。

借
金
の
総
額
は
三
万
両
で
あ
っ
た
が
、
乙
れ
ら

両
替
商
は
極
め
て
警
戒
的
な
態
度
を
と
り
調
達
を

し
ぶ
っ
た
の
で
、
十
二
月
十
一
日
に
至
り
、
「
松

平
右
近
将
監
殿
よ
り
、
調
達
延
引
之
旨
申
参
、
役

所
ニ
而
早
速
調
達
可
ν
仕
由
、
廿
人
之
者
被
二
仰

渡
こ
と
い
う
強
制
的
な
用
命
の
手
段
が
直
接
幕

府
権
力
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
、
そ
の
た
め
「
甚
伽

威
光
之
御
事
、
御
用
金
向
夏
取
扱
也
。
尤
大
金
故

数
納
を
立
調
達
之
筈
」
と
い
う
予
期
以
上
の
成
果

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

た
だ
問
題
は
、
越
前
藩
と
し
て
直
接
自
主
的
に

大
坂
の
有
力
両
替
商
に
頼
談
し
て
は
借
金
で
き

ず
、
幕
府
に
よ
る
強
制
的
な
用
命
手
段
を
か
ら
な

け
れ
ば
調
達
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
、
容
易
に
大

名
貸
の
対
象
に
な
り
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
も
、

借
金
の
元
利
返
済
能
力
ま
で
が
危
倶
さ
れ
る
よ
う

な
藩
財
政
の
窮
迫
し
た
実
情
が
う
か
が
わ
れ
る
。

し
か
し
、
か
か
る
幕
府
権
力
を
媒
介
と
し
た
借

金
政
策
の
一
応
の
成
果
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
後

有
力
両
替
商
よ
り
の
借
金
の
道
が
曲
り
な
り
に
も

拓
か
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
大
坂
借
金
の
真
剣
な
努

力
の
あ
と
は
次
に
掲
げ
る
文
化
七
年
(
一
八
一

。
ト
正
月
「
江
戸
御
国
大
坂
当
時
御
取
扱
在
之
御

借
金
」
の
う
ち
の
「
大
坂
御
借
金
」
三
万
二
千
二

百
十
六
両
二
歩
(
註
、
同
年
中
元
利
返
済
分
四
千

四
百
八
十
二
両
三
歩
を
含
む
)
の
内
訳
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
。

O
大
坂
御
借
金

享
和
二
年
調
達
二
千
両
の
内

一
金
四
百
四
十
四
両
二
歩

鴻
池
善
右
衛
門

鴻
池
又
右
衛
門

鴻
池
善
五
郎

文
化
元
年
調
達
金
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シ
一
金
三
千
両

文
化
元
年
調
達

一
金
三
千
両

文
化
三
年
千
五
百
両
認
達
の
内

e

一
金
千
両
御
借
居

文
化
四
年
調
達

一
パ
金
千
五
百
両
。
御
借
居
右
三
人

文
化
六
年
五
人
連
中
調
達
一
万
両
の
内

一

金

三

千

九

百

九

十

両

右

三

人

，
文
化
三
年
二
千
両
の
内

一
金
八
百
九
十
三
両
加
嶋
屋
久
右
衛
門

享
和
二
年
五
千
両
調
達
の
内

一
金
三
千
三
百
四
十
両
御
借
居加
嶋
屋
久
右
衛
門

右

人

右・

人

右

人

文
化
四
年
調
達

一

金

二

千

両

御

借

居

右

文
化
四
年
調
達
但
公
金
御
借
入

一
金
千
五
百
γ

両

文
化
六
年
五
人
連
中
一
万
両
調
達
の
内

一

金

三

千

三

百

二

十

両

右

同

人

享
和
三
年
調
達
三
百
両
の
内

一

金

百

両

嶋

屋

市

兵

衛

一
文
化
四
年
当
座
調
達

一

金

五

百

両

右

同

人

，
文
化
三
年
ヤ
一
人
連
中
の
-
内
市
兵
衛
調
達
百
両
の
内

i

'

一

金

六

ナ

六

両

二

歩

右

同

人

文
化
六
年
五
人
連
中
一
万
両
調
達
の
内

同
人

一
金
三
百
七
十
両

文
化
三
年
七
百
両
調
達
の
内

一
，
金
六
百
三
十
両

文
化
六
年

一
金
百
六
十
二
両
三
歩
二
分
七
厘近
江
屋
助
左
衛
門

寛
政
十
二
年
五
千
両
御
札
所
御
越
向
調
達
の
内

一

金

四

千

両

加

嶋

屋

久

右

衛

門

炭
屋
善
五
郎

(
以
下
略
)

右

同
人

四
四
両
(
二
、

0
0
0両
調
達
の
う
ち
)
、
文
化

元
年
の
が
五
、

0
0
0両
、
文
化
三
年
の
も
の
で

一、

0
0
0両
(
一
、
五

O
O両
調
達
の
う
ち
て

文
化
四
年
の
で
一
、
五

O
O両
、
文
化
六
年
の
が

三
、
九
九

O
両
(
五
人
連
中
調
達
一

O
、

0
0
0

両
の
う
ち
U

で
計
一
一
、
九
三
四
両
と
全
体
の
三

七
%
に
も
及
ぶ
の
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
嶋
屋
市
兵
衛
に
つ
い
て
は
享
和
二
年

の
分
で
一

O
O両
(
二

O
O両
調
達
の
う
ち
)
、

文
化
四
年
の
が
五

O
O両
(
当
座
調
達
の
分
)
、

文
化
三
年
の
で
六
六
両
(
十
一
人
連
中
の
う
ち
市

兵
衛
調
達
一

O
O両
の
う
ち
)
、
文
化
六
年
の
が

三
七

O
両
(
五
人
連
中
一

O
、

0
0
0両
調
達
の

う
ち
)
で
計
一
、

O
一
二
六
両
と
な
り
、
近
江
屋
助

左
衛
門
に
は
文
化
六
年
調
達
の
分
で
一
六
二
両
の

借
金
残
高
が
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
両
替
商
か
ら
借
入
れ
て
す
で
に

元
利
と
も
全
額
返
済
ず
み
の
分
ー
ー
そ
の
借
金
高

は
前
述
の
史
料
か
ら
は
つ
か
め
な
い
が
表
掛
を
考

慮
に
入
れ
る
と
、
大
坂
借
金
だ
け
で
も
相
当
な
額

に
上
る
と
み
ら
れ
る
。

七

越
前
藩
と
し
て
は
年
を
追
う
て
逼
迫
す
る
財
政

難
の
た
め
精
一
杯
の
借
金
政
策
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
の
は
当
然
で
、
と
く
に
十
九
世
紀
以
降
の
借
金

吉
田
喜
兵
衛

以
土
の
通
り
大
坂
両
替
商
か
ら
借
入
れ
て
文
化

七
年
正
月
現
在
で
借
金
残
高
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る

も
の
が
、
加
嶋
屋
久
右
衛
門
に
つ
い
て
は
享
和
二

年
(
一
パ

O
二
)
調
達
の
分
で
一
二
、
二
四

O
両
(
五
、

0
0
0両
調
達
の
う
ち
)
、
文
化
三
年
(
一
八

O

六
)
の
分
が
八
九
三
両
(
二
、

0
0
0両
調
達
の

5
ち
)
、
文
化
四
年
の
が
二

C
、

0
0
0両
、
文

化
六
年
(
一
八

O
九
)
の
芳
三
、
三
二

O
両
(
五

人
連
中
一

O
、
0
0
0両
調
達
の
う
ち
)
計
九
、

五
五
三
両
と
大
坂
借
金
全
体
の
二
九
%
を
占
め
て

い
る
ー
ま
た
炭
屋
善
五
郎
、
加
嶋
屋
久
右
衛
門
の

両
人
に
は
寛
政
十
二
年
(
一
八

O
O
)
の
調
達
金

五べ

0
0
0両
の
う
ち
四
、

0
0
0両
の
借
金
残

高
が
み
ら
れ
、
鴻
池
屋
の
善
右
衛
門
、
又
右
衛

門
、
善
五
郎
三
入
の
場
合
は
享
和
二
年
の
分
で
四
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残
高
は
ま
す
ま
す
か
さ
む
一
方
と
な
っ
て
い
る
。

文
化
七
年
(
一
八
一

O
)
で
は
、
総
額
一
三
八
、

五
O
六
両
三
歩
に
上
り
、
そ
の
う
ち
国
元
借
金
五

五
、
七
七
五
両
一
歩
が
最
も
多
く
全
体
の
四
二
%

を
占
め
、
つ
い
で
江
戸
借
金
が
五

O
、
五
一
五
両

で
三
五
%
、
大
坂
借
金
の
三
二
、
一
一
一
六
両
二
歩

が
二
三
%
占
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
同
年
中

に
、
年
賦
返
済
、
利
足
渡
し
、
及
び
「
御
廻
米
を

以
て
元
利
之
方
へ
御
返
済
」
分
を
差
引
い
た
翌
年

へ
の
繰
越
借
金
高
は
、
国
元
が
三

O
、
八
八
四

両
、
江
戸
で
四
二
、
九
七
八
両
三
歩
、
大
坂
が
二

台
、
七
三
三
両
三
歩
、
計
一

O
一
、
五
九
六
両
二

歩
と
な
る
。
こ
れ
が
弘
化
四
年
(
一
八
四
七
)
に
な

る
と
、
表

(
3
)
の
通
り
借
金
総
額
が
八
七
三
、

五
七
一
両
余
と
文
政
七
年
に
比
べ
六
・
三
倍
に
ふ

く
れ
上
り
、
同
年
中
の
返
済
分
を
差
引
い
た
八
四

八
、
二
五
九
両
余
が
翌
嘉
永
元
年
へ
の
繰
越
借
金

⑧
 

一
両
と
な
る
が
、
こ
れ
は
年
間
収
入
の
約
二
十
カ
年

分
に
相
当
す
る
巨
額
の
借
財
を
背
負
い
込
ん
だ
勘

定
で
、
前
述
の
天
保
七
年
藩
か
ら
幕
府
代
差
出
し

た
増
高
に
つ
い
て
の
嘆
願
書
の
な
か
の
「
古
借
新

借
惣
高
九
拾
万
両
余
の
借
財
」
と
す
る
訴
え
は
、

決
し
て
政
策
的
に
誇
張
し
た
数
字
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

し
か
も
江
戸
借
金
に
つ
い
て
は
、
文
化
七
年
の

上

藩
政
動
揺
期
の
諸
問
題

(3) 

一倍

扮
一
旦
…
同
一

ω

品
川
M

一

一

時
一
|
可
リ

年
一
)
一
院

M
一
4
一
U

弘
一
倒
一

1

um 
円
/
』
円
ノ
-

M
W

岡
川

r
k

円。

年

mw

A
斗

A
1

2

ム

表文化7年・弘化4年借金比較表〔越前藩〕

(A) 

坂大

5.8 243，487 34 294，002 江戸35 50，515 江戸

御国
その他

御国
その他 6.8 324，506 44 380，281 42 55，775 

6.3 

(註) r文化7午年正月江戸御国大坂当時御取扱在之各|措金」及び「弘化4未年御借対御訳
立J(村田氏寿編『会計之部』松平文庫)Iとより作製。(両以下の端数は切捨てた〉

735，065 100 873，571 計↑38，506 I 10口計

場
合
総
額
五

O
、
五
一
五
両
の
う
ち
上
野
御
料
物

金
(
一
、

0
0
0両
)
関
東
御
郡
代
所
・
御
貸
付

方
(
四
、
二

O
O両
)
蝦
夷
地
御
役
所
会
一
、

0

0
0両
)
の
計
八
、
二

O
O両
が
公
金
借
入
の
残

金
で
全
体
の
一
六
%
を
占
め
る
の
が
、
弘
化
四
年

に
な
る
と
、
御
金
蔵
(
六
四
、
五

O
O両
)
馬
喰

町
〔
註
、
貸
付
役
所
〕
(
四
三
、
八
二

O
両
)
信

楽
城
(
一
、
六
一
一
両
一
歩
)
猿
屋
町
〔
註
、
会

所
〕
(
四
、

0
0
0両
)
銅
座
御
役
所
(
一

O
、

八
五

O
両
)
な
ど
計
一
四
一
、
七
八
一
両
の
公
金

@
 

借
入
の
残
高
が
み
ら
れ
、
江
戸
借
金
二
九
四
、

0

0
二
両
の
四
八
%
と
約
半
分
を
占
め
る
な
ど
公
金

へ
の
依
存
度
が
極
め
て
高
ま
っ
て
き
た
の
が
特
徴

と
な
る
。

乙
の
点
江
戸
借
金
に
し
て
も
、
藩
財
政
の
極
め

て
悪
化
し
た
事
情
の
故
に
、
富
商
、
両
替
商
な
ど

商
業
資
本

1
角
利
貸
資
本
か
ら
の
借
金
が
極
め
て

困
難
に
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
か
も
弘
化

四
年
に
な
る
と
藩
政
中
期
ご
ろ
ま
で
借
金
の
主
た

る
対
象
で
あ
っ
た
「
御
国
町
在
御
内
用
達
新
古
調

達
」
の
分
が
一
一
四
、
二
三
八
両
と
全
体
の
一
三

Mm
に
す
ぎ
な
い
比
重
を
み
せ
て
お
り
、
領
内
で
の

⑧
 

御
用
金
賦
課
に
つ
い
て
も
甚
だ
困
難
と
な
る
な

ど
、
領
内
、
江
戸
、
大
坂
を
問
わ
ず
藩
の
借
金
政
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策
自
体
が
い
よ
い
よ
行
詰
り
の
限
界
に
近
づ
い
た

も
の
と
見
倣
さ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

T

、、
p
'ノ

こ
の
ま
う
に
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
赤
字
財
政

に
対
処
し
て
、
前
述
の
御
用
金
H

借
金
政
策
と
な

ら
ん
で
、
家
中
の
知
行
・
扶
持
を
継
続
的
に
削
除

し
て
藩
庫
の
収
入
の
増
加
を
は
か
る
い
わ
ゆ
る
借

米
政
策
が
強
引
に
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
帆
足
万

里
の
「
東
潜
夫
論
」
に
も
「
近
来
の
諸
侯
は
多
く

臣
下
に
半
禄
又
は
三
分
の
二
を
与
ふ
」
と
指
摘
す

る
よ
う
に
、
江
戸
中
期
以
後
さ
か
ん
に
封
禄
の
削

減
を
行
な
っ
た
こ
と
は
諸
藩
に
共
通
し
て
み
ら
れ

る
が
、
越
前
藩
に
お
い
て
も
表

(
4
)
の
通
り
十

八
世
紀
以
後
は
し
ば
し
ば
借
米
の
強
制
措
置
が
と

ら
れ
る
。

と
く
に
十
九
世
紀
に
入
り
、
「
家
中
半
減
」
の

借
米
措
置
が
目
立
ち
、
し
か
も
数
カ
年
の
長
期
間

に
わ
た
る
場
合
も
み
ら
れ
る
。

例
え
ば
寛
政
五
年
(
一
七
九
三
)
四
月
に
は
七

カ
年
の
借
米
を
布
告
し
、
同
十
二
年
(
一
八

O

O
)
に
至
り
よ
う
や
く
半
減
御
免
と
な
っ
た
が
、

さ
ら
に
二
年
後
の
享
和
二
年
(
一
八

O
二
)
一
月

に
は
三
カ
年
の
「
家
中
半
減
」
を
申
渡
し
て
い

る
心
ま
た
文
政
十
二
年
(
一
八
二
九
)
七
月
に
は

七
カ
年
の
借
米
と
し
た
が
、
そ
の
期
限
完
了
後
間

も
な
く
天
保
八
年
(
一
八
三
七
)
五
月
に
三
カ
年

の
布
告
を
出
し
て
お
り
、
同
十
年
に
は
さ
ら
に
三

カ
年
の
延
長
を
申
渡
す
な
ど
借
米
政
策
の
強
引
な

継
続
を
試
み
て
い
る
。

し
か
も
諸
月
番
へ
の
書
付
に
は
、
き
ま
っ
て

「
甚
御
気
之
毒
ニ
思
召
候
へ
註
〈
、
不
レ
得
レ
止
趣

⑨
 

申
上
候
付
、
今
度
御
借
米
増
被
ニ
仰
付
一
候
」
と
か

「
一
統
困
窮
至
極
之
段
、
甚
御
苦
労
被
一
一
思
召
一

@
 

侯
へ
共
、
不
ν
被
レ
得
レ
止
右
之
通
候
」
、
「
御
家

中
茂
兼
而
甚
困
窮
之
趣
、
句
承
知
被
レ
遊
御
苦
労

ニ
被
二
思
召
一
候
得
共
:
:
:
」
と
い
っ
た
工
合
に

家
中
の
生
活
困
窮
は
十
分
承
知
し
な
が
ら
借
米
政

策
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
旨
の
文
句
が
み
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

一
玄
う
ま
で
も
な
く
借
米
は
家
中
に
対
す
る
大
巾

減
俸
措
置
に
ひ
と
し
く
、
か
れ
ら
の
生
活
困
窮
に

ま
す
ま
す
拍
車
を
か
け
る
が
、
こ
の
さ
い
注
目
さ

れ
る
の
は
、
家
中
の
消
費
生
活
を
で
き
る
だ
け
節

減
さ
せ
る
た
め
の
倹
約
令
が
頻
発
さ
れ
た
と
と
で

あ
る
。藩
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
「
貞
享
の
大

法
」
の
翌
貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)
よ
り
嘉
永
六

年
(
一
八
五
九
)
に
至
る
約
一
世
紀
半
の
間
に
出
さ

れ
た
倹
約
令
(
註
、
口
達
の
分
も
含
む
)
に
つ
い

て
み
る
と
、
『
国
事
叢
記
』
ー
や
『
続
片
聾
記
』
『

福
井
県
史
』
『
越
藩
歴
誌
』
に
明
記
さ
れ
る
も
の

だ
け
で
も
表

(
5
)
の
通
り
総
件
数
三
十
七
件
に

上
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
農
民
や
町
在
の
領

民
一
般
へ
の
分
も
若
干
含
ま
れ
る
が
、
大
多
数
は

家
中
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
発
布
状
況
を
み
る
と
、
表

(
6
)
の
通
り

十
八
世
紀
以
降
と
く
に
同
世
紀
後
半
の
宝
暦
・
明

和
期
(
一
七
五
一
|
七
一
)
に
か
け
て
ピ

i
ク
を

形
成
す
る
が
、
こ
の
時
期
に
至
っ
て
藩
財
政
が
愈

々
深
刻
化
す
る
な
ど
封
建
社
会
の
体
制
的
矛
盾
が

明
瞭
に
表
出
す
る
乙
と
と
関
連
づ
け
得
る
こ
と
は

興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
表

(
7
)
の
、
グ
ラ
フ
の
通
り
、
倹
約
令
の

発
布
が
前
述
の
借
米
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
行
な
わ
れ

て
い
る
の
は
、
借
米
に
よ
る
家
中
の
困
窮
は
直
ち

に
藩
勢
に
大
き
く
響
く
だ
け
に
、
生
活
全
般
の
緊

縮
を
要
求
し
、
か
れ
ら
の
階
級
身
分
の
保
持
に
躍

起
と
な
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
共
通
し
た
部
分
が
目
立

ち
、
供
と
乗
物
、
衣
類
、
食
事
振
舞
、
贈
答
音

信
、
道
具
武
具
の
制
限
は
じ
め
婚
礼
、
法
事
の
簡

素
化
、
奉
加
お
よ
び
家
屋
新
築
、
造
庭
の
禁
止
な

ど
生
活
の
細
部
に
わ
た
り
審
修
の
禁
止
と
倹
約
の

徹
底
を
い
ま
し
め
て
い
る
。
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(4) 表況状止と
仁3布の米正土と

1日

〔貞享 5 年(1686)~弘化元年(↑844))

年 代
|月日| 期 間 備 考

享保20(1735) 7.↑1. (越7

寛保 2(1742) 7. (越)
， 

寛保 3(1743) 8.23. 日光宮修覆のため (国)

宝暦 6(1756) 1閏1.16. (国)

宝暦 8(↑758) 8.29. 
... 
(国)

宝暦11(1761) 3.16. 3ヶ年 家中半減 (越) (片)

明和 2(1765) 7.20. (国)

明和 5(1768) 2.22. 都合8歩;@.借米 (片)

安永元 (1772) 3.16. 5ヶ年 家中半減 〈越) (片)

党政 2(↑790) 1.29. 1ケ年 家中半減 (片)

寛政 5(1793) 4. 5. 7ケ年 家中半減 (越) (片)
(寛政12年より半減御免)

享和 2(1802) 1.20 5ヶ年 家中半減 (越) (片)

※文化元 (1804) 3.20. 半減を免じ1600万石以上
8歩借米とする (越) (片)

文政 7(↑824) 6.28. 5ヶ年(200石以上) 家中半減 (越) (片)
1ヶ年 (2凹石未満)

※文政 9(1826) 6.20. 代替にかかわらず借米を
免ぜず (片)

文政10(↑827) 1.16. 家中半減 (片)

文政12(1829) 7 5. 7ケ年 家中半減 (片)

天保 8(1837) 5.25. 5ヶ年 家中半減 (片)

天保?行838) 2.16. 家中半減 (片)

天保10(1839) 2.30. 5ヶ年 家中半減 (片)

弘化元 (1844) 7. 4ケ年 家中半減 (片)

上

藩
政
動
揺
期
の
諸
問
題

(三~五)

続片聾記…・・・(片)

『国事叢記~ (七~十五)及び『続片聾記』

『越藩歴誌:.11 (二~七)

国事叢記…・・・(国)

越藩歴誌…..(越)

(註)

※印の分は借米の布告件数には含めない。
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(5) 表況状止口布の令約倹

〔貞享5年(1686)---嘉永6年(1853))
上

藩
政
動
揺
期
の
諸
問
題

(片)
(国)
宿_)1 
(国) I 
鑑LJ
(県)

|享保19 (1Z企Lヱ-1L_1同 上 _(塾)--

|元文 3 (17382__f_一一一←」 百姓へ倹約令 (片) (県)

元文 6 (1741) I 2.11. 1 家中へ倹約をすすむ (越)

寛保 2 (1742) I 7.20. I 家中へ倹約令 (越)
I '・ιu・1 百姓ヘク

官房τ7豆璽亙仁三亙己一蹴E蓬一一一
亡霊胃守司了仁互亙ゴ]抗議夜間子扇面7
延享 3 (17必2_1___R.ヱι」 御直筆による倹約令
寛延元 (17型2_1_ヱニヱ.:__17ヶ年閣の倹約を令する
寛延 3 (1750)い?・20・l家中に倹約をすすむ

1_11_，__1ムー| 節約口達

三三藷元_(1751)I~二亙コßî，!~約育震
一宝暦2ー(立豆2_1_11.:__ L_1一高夜苓する
ー宝暦 6 (17562_1 4.11. I-盤狩壬全土る
l 58)l11F61 倹約令布告

日三 倹約をすすむ

壬並二「高詞;;;:.令する (旦1
12. 農民へ節約をすすむ (県)
12.11. 1 倹約を令する (国)一
王克子]一倹約三号、子~ 一一一一-(国)

一主主LI_盤約について家中への訓示 但2
6.20・1 倹約令を布告 (国)
8.16・l 重ねて倹約を令する (国)

(1768)日去汁市蔽癖「 価
I 11.26. I倹約を申付ける は

(1770) I寸 7一同菩羽引0年間の節約を励行 (頁「
一一一'-1 5.29・1倹約申渡す (走

天明 8 (17田2_1二三二王7一重担全宣j出二ナ (走

寛政 2 (1790) I 1.15. 1 10年間倹約をすすむ (片)

二重歪互三豆亘互仁王二ご1=E支雨天蹴扇子~ 一一一一項γ
文化14 (1坦Z2_1_1_二20ι|一塁虫三盟主主銀ならびに倹約を命ず (越)U'J)一
文政 7 (1824) 1 1. 5・1 御供廻り等減少し、千石以下持馬御免とする (片)
文政 9 (1826) 16":20アー| 倹約を命ずる (越) (片)

文政10 (1827)問 6.29・l 藩主自筆による倹約令を出す (越) (片)

|文政11刊百型炉 出
一支政12 (1829)1 従 庁舎 一一一一市了一

天保 8 (1837) I 5. 倹約令を出す (片)

天保11 (1剖O 2_1_~i 倹約令を町 ~Jl)_一

世|三二3E権部る iE1 
I 8. 9. I 節倹令を出す (片)

(県)

(越)

考

百姓へ在々御条目(倹約の規定蚕含む)
家中へ定(倹約の規定を含む)

1 jH徳je (1Z11~-I__j_1_.主ιl二要量三血軍略を仰出さる
正徳 3 (1713)盟主主斗家中へ御条目

一享一間三 (172旦1_1_.一一「夜荷車覆
一享壁j]___J1733)1_1_.ー 「蓄王百重して倹約の法をとらしむ

備月.日.

6. 
9. 

代

(1687) 貞享 4

年

華
町
一
轡
一
個
一
盤
側
面
倒
一

(越)

(片)

(越)

碩7

(県)

主〕

き)
主)

(17 

弘化元

(1760) 

(1764) 

(1766) 

(1759) 主昼2
宝暦10

宝暦14

明和 5

明和 5

明和 7

国事叢記・…・・(国) 続片聾記……(片)

福井県史…・・(県) 越藩歴誌H ・...(越)

(同一年代の分は一件とみなす)

嘉永 6 (1853) 

(註)
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(6) 表御用金・借米・倹約令の件数比較表

〔貞享5年(1686)~嘉永6年(1853))

年 代 l御用金賦課件数|借米件数 倹約令件数

貞享3~ 正徳 (1686~1715) 6 。 5 

享保~寛延 (1716~175Q) 6 5 11 

宝暦~ 明和 (1751~1771) 5 10 

安永~享和 (1772~1803) 4 5 

文化~文政 (1804~1829) 5 6 

天保 (1830~1843) 3 2 

弘化~嘉永 (184斗-1部3) 。 2 

計 . 37 

土

藩
政
動
揺
期
の
諸
問
題

『国事叢言剖 (二~十五) If綴片聾言剖 (三~五)
『福井県史J (二) rn越藩編年録』
『越藩歴誌s(二~七) C但し巻之二は『越藩貴耳録~ (松平文庫)所収1
0 藩政の画期と見倣される貞享5年 (1686) C貞享の大法〕を起点とした。
。御用金賦課は領内町在に対するものに限る。

(註)

(7) 表御用金・借米・倹約令の件数比較グラフ
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上

藩
政
動
揺
期
の
諸
問
題

122 

こ
の
よ
う
に
生
活
の
極
端
な
緊
縮
を
強
い
る
倹

約
令
ー
ー
ー
そ
の
効
力
に
つ
い
て
は
甚
だ
不
徹
底
に

終
る
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
が
1
1
t
は
か
な
り

の
不
評
を
ま
ね
く
の
が
実
情
で
あ
り
、
ま
た
決
し

て
家
中
の
経
済
的
困
窮
の
根
本
的
な
救
済
策
と
な

り
得
な
い
乙
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

幕
末
に
お
け
る
藩
政
改
革
の
路
線
設
定
に
重
要

な
役
割
を
果
し
た
横
井
小
楠
も
、
「
犬
節
倹
を
行

ふ
て
衣
食
住
を
初
不
益
を
省
き
有
用
を
足
す
事
な

れ
共
、
不
益
を
省
ひ
て
猶
是
ら
ざ
れ
ば
遂
に
有
益

を
省
く
に
い
た
る
」
と
論
じ
、
大
節
倹
を
行
な
っ

て
も
結
局
び
縫
策
の
域
を
出
ず
、
根
本
的
な
救
済

は
到
底
覚
束
な
い
こ
と
を
率
直
に
認
め
て
い
る
。

し
か
も
か
か
る
論
策
は
、
小
楠
に
か
ぎ
ら
ず
当

時
の
草
新
的
な
藩
臣
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
乙
と

を
見
遁
す
こ
と
は
で
き
な
ゆ

九

以
上
越
前
藩
の
藩
政
動
揺
期
に
お
け
る
諸
問
題

と
し
て
、
と
く
に
財
政
難
に
対
す
る
領
主
的
対
応

に
つ
き
、
町
在
お
よ
び
富
商
へ
の
御
用
金
賦
課
、

家
中
の
借
米
お
よ
び
倹
約
令
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て

考
察
し
た
。

江
戸
後
期
の
町
人
学
者
と
し
て
著
名
な
山
片
幡

桃
の
享
和
二
年
(
一
八

O
二
)
の
著
作
に
か
か
る

と『
難夢
国・の
用・代
足・』
ら.1こ
ず・は

「
今
の
諸
侯
米
価
何
程
貴
し

故
に
三
年
五
年
の
貢
物
税
を

⑩
 

一
年
に
得
る
と
も
補
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
諸
藩
に
共

通
し
た
深
刻
な
財
政
難
の
実
相
を
指
摘
し
て
い
る

が
、
越
前
藩
に
お
い
て
も
前
述
の
丁
度
同
年
の
歳

出
入
状
況
が
示
す
よ
う
に
、
相
当
な
収
支
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
の
赤
字
財
政
を
露
呈
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
さ
い
歳
出
面
で
最
も
大
き
な
負
担
と
な
る

の
は
、
参
観
交
代
や
大
名
助
役
に
と
も
な
う
「
江

戸
入
用
」
で
、
国
元
・
京
都
・
大
坂
入
用
の
三
倍

近
く
に
も
及
び
、
一
方
歳
入
全
体
の
額
の
九
割
ま

で
も
占
め
る
と
あ
っ
て
は
赤
字
財
政
を
招
く
の
は

当
然
で
、
か
か
る
江
戸
入
用
が
歳
出
全
体
に
占
め

る
割
合
か
ら
み
る
と
、
他
藩
に
比
べ
は
る
か
に
深

刻
な
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
れ
は
越
前
藩
が
親
落
と
し
て
の
格
式
か
ら
、

と
く
に
江
戸
で
の
出
費
が
か
さ
ん
だ
も
の
と
考
え

ら
れ
る
が
、
他
方
藩
財
政
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃

と
な
っ
た
の
は
、
貞
享
三
年
(
一
六
八
六
)
の
「

貞
享
の
大
法
」
で
、
そ
の
た
め
他
藩
に
比
べ
い
ち

早
く
封
建
制
の
体
制
的
な
矛
盾
と
危
機
に
見
舞
わ

れ
た
と
も
云
え
よ
う
。
知
行
高
の
半
減
に
と
も
な

う
い
わ
ゆ
る
「
御
台
所
高
」
の
急
減
は
、
そ
の
補

て
ん
の
た
め
に
御
用
金
賦
課
の
政
策
を
強
引
に
進

め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
僅
少
な
大
坂
廻
米
量
で
は
、
廻
米
を

元
利
返
済
の
引
当
と
す
る
借
金
政
策
に
も
難
航
す

る
始
末
で
、
大
坂
の
有
力
両
替
商
と
の
頼
談
に
し

て
も
藩
単
独
の
力
で
は
容
易
に
と
と
の
わ
ず
、
前

、
述
の
通
り
明
和
七
年
(
一
七
七

O
)
の
如
き
は
幕

府
の
強
権
的
な
用
命
子
段
を
か
ら
ね
ば
御
用
金
調

達
が
で
き
な
い
と
い
う
窮
迫
し
た
財
政
事
情
に
追

い
込
ま
れ
た
。

ま
た
領
内
の
町
在
に
対
す
る
御
用
金
政
策
に
し

て
も
、
あ
い
つ
ぐ
賦
課
の
た
め
し
ば
し
ば
百
姓
一

授
の
反
撃
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
こ
の
種
政
策
が

時
代
が
下
る
に
従
っ
て
ま
す
ま
す
行
詰
り
を
み
せ

た
こ
と
は
、
表

(
7
)
の
、
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
も
明

ら
か
で
あ
る
。

一
方
、
領
内
外
の
御
用
達
や
富
商
に
対
す
る
借

金
政
策
に
よ
り
、
藩
権
力
と
商
業
資
本
土
局
利
貨

資
本
と
の
共
生
関
係
を
創
出
、
保
持
し
て
い
く
の

に
躍
起
と
な
っ
た
乙
と
も
論
述
し
た
と
ζ

ろ
だ

が
、
こ
れ
と
て
決
し
て
財
政
難
を
救
う
手
だ
て
に

は
な
ら
ず
、
か
え
っ
て
借
金
の
増
加
に
拍
車
を
か

け
た
乙
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

さ
ら
に
は
歳
入
面
の
財
源
を
ふ
や
す
仕
法
と
し

て
、
家
中
を
対
象
と
す
る
借
米
政
策
を
強
引
に
す

す
め
、
し
か
も
そ
れ
に
と
も
な
う
家
中
の
生
活
困

窮
に
は
、
あ
い
つ
ぐ
倹
約
令
の
発
布
に
よ
り
極
度
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の
緊
縮
を
強
制
し
、
か
れ
ら
の
階
級
身
分
の
維
持

を
は
か
っ
た
が
、
こ
れ
と
て
単
な
る
び
縫
策
の
域

を
山
山
る
も
の
で
は
な
く
、
が
か
る
領
主
的
対
応
の

仕
方
乙
そ
ま
さ
に
封
建
的
反
動
の
一
面
を
暴
露
し

た
も
の
と
見
倣
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
か
か
る
藩
体
制
の
動
揺
を
お
し
す
す

め
る
大
き
な
要
因
と
し
て
、
農
村
に
お
け
る
商
品

生
産
の
た
ゆ
ま
ぬ
成
長
、
展
開
が
指
摘
さ
れ
る

が
、
事
実
そ
れ
が
封
建
制
の
基
盤
を
ゆ
る
が
し
、

し
か
も
そ
乙
か
ら
貢
租
体
系
を
行
詰
ら
せ
、
財
政

の
不
均
衡
を
増
大
さ
せ
る
乙
と
に
も
な
る
た
め
、

藩
と
し
て
今
度
は
か
え
っ
て
国
産
奨
励
に
乗
出

し
、
一
段
と
農
民
的
商
品
生
産
を
お
し
進
め
、
そ

の
成
果
を
運
上
、
官
(
加
銭
、
口
銭
の
形
で
特
権
商

人
(
問
屋
)
の
支
配
す
る
流
通
機
構
を
通
じ
て
吸

い
上
げ
る
藩
専
売
制
に
も
着
目
す
る
こ
と
に
な

⑧
 
ヲ
匂
。越
前
藩
の
専
売
制
の
皮
切
り
は
十
八
世
紀
末
の

覚
政
十
一
年
(
一
七
九
九
)
で
、
布
鳥
類
会
所
を
設

け
て
糸
商
人
に
館
内
産
の
糸
類
、
布
類
を
買
集
め

さ
せ
、
乙
れ
を
地
売
・
他
国
売
と
も
に
改
印
を
受

け
さ
せ
、
「
改
印
形
無
ν
之
総
売
買
之
儀
者
勿
論

質
物
た
り
と
も
堅
取
扱
致
問
敷
一
円
と
し
、
判
賃

を
運
上
銀
と
し
て
徴
収
す
る
仕
法
を
行
な
っ
た
。

上

藩
政
動
揺
期
の
諸
問
題

そ
の
後
藍
玉
を
輸
入
し
て
藩
の
専
売
と
し
た
り
、

領
内
産
の
紙
や
鎌
に
つ
い
て
も
特
権
商
人
1
問
屋

に
強
力
な
統
制
を
し
き
、
運
上
銀
の
増
徴
を
試
み

た
が
、
乙
れ
は
明
ら
か
に
自
主
的
な
商
品
生
産
の

成
長
を
藩
権
力
が
掌
握
し
、
そ
れ
ら
生
産
者
を
全

国
的
商
品
経
済
か
ら
完
全
に
遮
断
し
て
自
己
に
隷

属
さ
せ
、
生
産
物
を
'
安
価
に
買
占
め
て
生
産
者
の

利
潤
を
根
こ
そ
ぎ
に
収
奪
す
る
も
の
に
外
な
ら
な

従
っ
て
「
宣
宅
毛
の
利
も
飴
さ
ぬ
様
に
手
を
付
け

@
 
る
」
よ
う
な
専
売
制
の
仕
法
で
は
、
か
え
っ
て
商

品
生
産
の
自
主
的
発
展
を
抑
圧
し
て
、
生
産
者
を

行
詰
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
民
富
」

の
上
に
立
つ
「
国
富
」
の
成
果
は
全
く
期
待
で
き

な
い
乙
と
に
な
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、
横
井
小
楠
も
そ
の
具
体
例
を

彼
の
出
身
の
肥
後
藩
の
麟
専
売
に
求
め
、
「
国
家

の
大
害
は
家
殺
の
利
政
よ
り
甚
敷
は
無
く
一
た
び

国
を
憂
ひ
民
を
憐
む
の
心
起
る
と
き
は
第
一
に
貨

殖
の
筋
を
止
め
ざ
れ
ば
一
日
片
時
も
安
ら
か
な
る

@
 

心
無
き
事
な
り
」
と
厳
し
く
批
判
す
る
が
、
事
実

越
前
藩
の
場
合
も
専
売
制
に
よ
る
好
影
響
が
た
ち

ま
ち
に
し
て
失
わ
れ
、
藩
財
政
の
再
建
強
化
ど
こ

ろ
か
ま
す
ま
す
窮
乏
の
一
途
を
辿
り
、
し
か
も
そ

の
間
天
保
期
を
ピ

l
ク
と
す
る
大
々
的
な
百
姓
一

@
 
授
に
も
悩
ま
さ
れ
、
つ
い
に
前
述
の
通
り
弘
化
年

聞
に
な
る
と
総
額
九
十
万
両
近
く
の
借
財
を
背
負

い
こ
み
、
ま
さ
し
く
財
政
的
危
機
に
た
ち
至
っ
た

恰
好
と
な
る
。

乙
乙
に
於
て
い
よ
い
よ
安
政
期
の
本
格
的
な
藩

政
改
草
が
日
程
に
上
る
こ
と
に
な
る
が
、
越
前
藩

が
雄
藩
と
し
て
の
新
し
い
局
面
を
迎
え
る
た
め
に

⑮
 

は
、
橋
本
左
内
や
横
井
小
楠
の
富
国
策
に
よ
り
啓

発
さ
れ
た
由
利
公
正
が
藩
財
政
に
か
か
わ
り
、
彼

を
中
心
と
す
る
草
新
的
藩
臣
が
担
う
い
わ
ゆ
る

「
由
利
財
政
」
の
下
で
、
「
当
藩
内
物
産
を
拡
張

す
べ
し
と
は
即
ち
民
を
富
ま
す
の
術
で
、
民
富
め

ば
国
富
む
の
理
で
あ
る
」
と
の
理
論
的
根
拠
に
よ

り
強
力
に
推
進
す
る
富
国
策
l
殖
産
興
業
を
ま
た

ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

① 

註

拙
稿
「
由
利
公
正
の
富
国
策
に
つ
い
て
「
藩
政
改

革
の
財
政
面
を
中
心
に
|
」
(
『
若
越
郷
土
研
究

=
十
二
の
二
、
昭
和
四
二
・
一
二
「
福
井
県
郷
土
誌

懇
談
会
編
」
所
収
)
に
お
い
て
、
橋
本
左
内
や
横

井
小
楠
の
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
の
も
と
に
藩
財
政

に
か
か
わ
っ
た
由
利
公
正
が
、
生
産
資
金
融
通
に

よ
る
財
政
政
策
H
H
殖
産
興
業
の
実
を
あ
げ
た
具
体

的
仕
法
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

『
福
井
県
史
』
(
二
)
五
六
頁
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③ 

藩
政
動
揺
期
の
諸
問
題

天
保
年
聞
に
至
り
領
主
財
政
が
破
局
的
状
態
に
追

い
や
ら
れ
た
の
は
他
の
諸
藩
に
も
み
ら
れ
、
例
え

ば
仙
台
藩
の
天
保
五
年
(
一
八
三
四
)
の
借
金
は

七
O
万
余
両
に
達
し
、
ま
た
薩
摩
藩
の
場
合
も
す

で
に
文
政
末
で
五

O
O万
両
に
及
ん
で
い
る
。
〔

土
屋
香
雄
『
封
建
社
会
崩
壊
過
程
の
研
究
』
(
昭

お
弘
文
堂
)
二
三
|
二
四
頁
〕

ま
た
長
州
藩
で
は
、
天
保
九
年
(
一
八
三
八
)
に

は
遂
に
九
万
二
、

O
二
六
貫
余
に
上
り
、
天
保
十

一
年
(
一
八
四
O
)
の
経
常
歳
入
額
に
比
べ
る
と

負
債
総
額
は
実
に
そ
の
二
十
四
倍
に
も
の
ぼ
っ
て

い
る
。
〔
田
中
彰
『
幕
末
の
藩
政
改
革
』
(
昭

判
塙
書
房
)
一
三
一
頁
〕

六
代
藩
主
綱
昌
が
病
の
た
め
、
幕
府
は
「
御
大
法

モ
有
レ
之
付
而
越
前
守
領
国
被
二
召
上
一
侯
際
左
様

可
ニ
相
心
得
一
回
目
」
を
伝
え
て
封
地
没
収
、
先
代

昌
親
が
名
を
吉
品
と
改
め
て
再
勤
し
た
。

拙
稿
「
百
姓
一
撲
の
質
的
転
換
に
つ
い
て
|
|
明

和
の
越
前
大
一
撲
の
解
明
を
中
心
に
|
|
」
(
歴

史
教
育
研
究
会
編
『
歴
史
教
育
』
昭
位
・
竹
号
所

収
、
日
本
書
院
刊
)
に
お
い
て
、
明
和
五
年
の
大

一
撲
の
め
ざ
す
要
求
内
容
や
攻
撃
対
象
か
ら
み

て
、
ま
さ
し
く
反
封
建
斗
争
の
形
態
を
と
り
一
撲

史
上
質
的
に
新
段
階
を
画
す
る
も
の
で
あ
り
、
し

か
も
そ
れ
へ
の
藩
権
力
の
対
応
の
仕
方
か
ら
み

て
、
幕
藩
体
制
の
封
建
構
造
が
い
よ
い
よ
解
体
期

に
入
っ
た
ζ

と
を
論
述
し
た
。

上

④ ① 

①③  

『
日
本
経
済
叢
書
』
(
巻
六
、
二
八
九
頁
)

奈
良
本
辰
也
「
近
世
封
建
社
会
に
お
け
る
商
業
資

本
の
問
題
(
『
近
世
封
建
社
会
史
論
』
昭
お
高

桐
書
院
)
七
頁

『
日
本
経
済
叢
書
』
(
巻
十
八
、
五
七
五
頁
)

三
坂
圭
治
「
萩
藩
の
財
政
と
撫
育
」
五
四
|
五
七

(
奈
良
木
辰
也
『
近
世
封
建
社
会
史
論
』
一
四
頁

所
収
)

金
井
闘
「
藩
政
」
(
『
日
本
歴
史
新
書
』
昭

訂
)
八
五
頁

「
享
和
二
成
年
御
本
弘
御
積
帳
」
(
村
田
氏
寿
編

『
会
計
之
部
』
松
平
文
庫
〔
福
井
県
立
図
書
館
蔵

〕

)「
天
保
四
己
年
一
ヶ
年
御
本
払
指
引
凡
積
(
村
田

氏
寿
編
『
前
掲
書
』
)

「
弘
化
二
巳
年
江
戸
御
入
用
仕
方
」
(
村
田
氏
寿

一
編
『
前
掲
書
』
)

『
福
井
県
史
』
(
二
)
四
八
頁

『
国
事
叢
記
』
(
十
五
)
明
和
五
年
六
月
二
日

の
条
拙
稿
「
百
姓
一
授
の
質
的
転
換
に
つ
い
て
」
(
『

前
掲
書
』
)
に
お
い
て
、
明
和
の
大
一
撲
の
展
開

過
程
を
詳
述
し
た
。

明
和
五
年
二
月
の
町
在
へ
の
御
用
金
一
六
、
二
二

O
両
〔
三
福
井
県
史
』
(
二
)
三
九
頁
〕
賦
課

に
対
し
、
『
綴
片
聾
記
』
へ
三
)
で
は
「
(
明
和
五

年
二
月
二
十
二
日
)
御
家
中
へ
都
合
八
歩
通
御
借

①③  ⑪ ⑪ ⑫ ⑬ ⑬⑬  ⑬ ⑪ 

⑬ 

米
、
町
在
へ
御
当
用
金
一
万
八
千
両
被
ニ
仰
付
一
」

と
あ
り
、
才
覚
金
に
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。

大
一
授
の
関
係
史
料
の
う
ち
、
『
綴
片
聾
記
』

〈
一
二
)
に
は
「
(
三
月
)
廿
九
日
二
万
人
斗
罷
出
」

と
出
動
ん
数
ま
で
伝
え
て
い
る
。

明
和
五
年
は
凶
作
で
三
月
二
十
一
日
に
は
福
井
軽

町
人
よ
り
錫
米
願
が
出
た
が
、
乙
れ
は
福
井
城
下

の
米
穀
が
枯
渇
し
た
に
拘
ら
ず
、
一
明
里
御
蔵
米
七

千
俵
ば
か
り
三
国
湊
に
輸
送
さ
れ
て
お
り
、
し
か

も
御
用
達
の
美
濃
屋
喜
左
衛
門
の
如
き
は
大
野
辺

に
て
五
千
俵
ば
か
り
買
占
め
、
そ
れ
を
他
国
に
輸

送
し
た
た
め
、
米
価
も
「
段
々
高
直
に
成
る
」
と

い
う
有
様
で
、
こ
れ
が
大
一
授
の
直
接
の
発
端
と

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

島
崎
圭
「
福
井
藩
に
於
け
る
百
姓
一
授
史
の
研

究
」
の
な
か
で
、
市
立
福
井
図
書
館
主
催
の
郷
土

史
料
展
覧
会
の
出
品
中
に
発
見
し
た
と
す
る
『
北

国
侍
要
太
平
記
』
(
古
写
本
、
十
巻
)
の
内
容
を
紹

介
し
て
い
る
が
、
一
撲
側
の
生
々
し
い
動
向
を
伝

え
、
と
く
に
藩
役
人
と
御
用
達
H
特
権
商
人
と
が

結
託
す
る
よ
う
な
共
生
関
係
が
う
か
が
わ
れ
て
興

味
深
い
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
そ
の
史
料
の
所
在

が
不
明
で
あ
る
。

こ
の
大
一
撲
の
諸
要
求
は
明
和
五
年
五
月
十
二
日

の
藩
よ
り
の
正
式
回
答
で
あ
る
「
百
姓
共
江
申
渡

覚
」
に
よ
り
そ
の
具
体
内
容
が
察
知
で
き
る
。

「
今
度
、
百
姓
ど
も
願
ひ
奉
る
趣
、
段
々
御
聴
に

⑮ @ ⑧ 
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⑫ 

達
し
候
段
、
御
聞
屈
遊
ば
さ
れ
、
御
吟
味
の
上
、

御
裁
許
仰
せ
付
け
ら
る
る
箇
条
」
と
し
、
十
六
カ

条
を
掲
げ
て
い
る
。
〔
『
国
事
叢
記
』
(
十
五
)

『
福
井
県
史
』
(
二
)
四
三
頁
〕
ま
た
『
越
藩
史

略
』
(
十
一
二
)
で
は
「
(
五
月
)
十
三
旦
局
知
郡

役
所
ニ
於
テ
土
民
等
ニ
会
シ
請
訴
ス
ル
所
既
ニ
公

開
ニ
達
ス
ル
ノ
由
ヲ
告
、
グ
」
と
述
べ
、
『
続
片
隅
軍

記
』
(
三
)
は
、
「
高
知
中
帰
着
の
上
百
姓
と
も

願
之
趣
と
も
有
レ
之
に
付
五
月
十
二
日
よ
り
村
々

へ
書
付
を
以
被
】
一
申
渡
一
左
之
通
」
と
し
、
十
六

ヵ
条
を
あ
げ
て
い
る
。

御
用
達
が
年
貢
米
の
取
扱
い
に
つ
い
て
藩
か
ら
優

先
的
に
認
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
一
例
が
あ
る
。

そ
れ
は
明
和
四
年
八
月
三
国
の
小
針
屋
五
郎
兵
衛

が
、
米
穀
一
万
俵
の
買
付
け
と
そ
の
領
外
移
出
を

理
由
に
、
「
音
大
地
を
動
し
天
に
ひ
び
き
、
諸
人

驚
申
候
』
〔
「
新
保
二
番
戸
記
録
」
(
『
三
国
町

史
』
四
五
八
頁
)
〕
と
伝
え
る
ほ
ど
の
は
げ
し
い

打
ち
乙
わ
し
を
v

つ
け
た
が
、
か
れ
は
宝
暦
十
年

(
一
-
七
六

O
)
藩
の
御
札
所
元
締
と
し
て
任
命
さ

れ
た
富
商
十
八
人
の
う
ち
の
一
人
で
、
「
E
定
ハ
目
疋

非
々
々
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
米
と
い
ふ
」
(
『
国
事

叢
記
』
十
五
)
一
と
弁
明
レ
て
い
る
と
と
ろ
か
ら

も
、
恐
ら
く
藩
役
人
の
許
可
を
得
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

『
国
事
叢
記
』

日
の
条

@ 

(
十
一
)

宝
暦
八
年
三
月
十

土

藩
政
動
揺
期
の
諸
問
題

『
福
井
県
史
』

『
国
事
叢
記
』

の
条『慶
永
公
御
代
給
帳
』
(
「
松
平
家
蔵
」
昭
刊
は

市
立
福
井
図
書
館
刊
)
に
、
牧
村
家
二
名
は
「
大

坂
出
入
」
町
人
四
十
八
名
の
う
ち
の
筆
頭
に
記
載

さ
れ
、
一
両
三
百
石
と
い
え
ば
高
知
席
十
七
家
、
寄

合
席
三
十
九
家
、
定
座
番
外
十
三
家
の
次
に
く
る

奉
行
や
目
付
ク
ラ
ス
に
相
応
す
る
高
禄
と
な
っ
て

い
る
。

御
用
達
に
対
す
る
優
遇
策
は
、
他
の
諸
藩
に
つ
い

て
も
同
様
で
、
例
え
ば
毛
利
藩
の
場
合
、
大
坂
町

人
鴻
池
善
八
が
藩
用
達
に
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
享
保

五
年
(
一
七
二

O
)
で
あ
る
が
、
落
は
こ
れ
に
対

し
て
同
六
年
よ
り
米
二
百
俵
下
附
、
さ
ら
に
十
四

年
か
ら
は
五
百
依
に
増
額
し
て
利
子
以
外
の
大
き

な
特
権
を
与
え
て
い
る
。
な
お
そ
の
他
の
御
用
達

に
つ
い
て
も
多
額
の
扶
持
米
を
受
け
た
の
み
な
ら

ず
、
殆
ど
累
年
に
わ
た
っ
て
紋
章
、
羽
二
重
そ
の

他
の
呉
服
物
を
お
く
ら
れ
て
優
遇
さ
れ
た
。

〔
奈
良
本
辰
也
「
近
世
封
建
社
会
に
お
け
る
商
業

資
本
の
問
題
」
(
三
別
掲
書
』
二
二
頁
)
〕

『
福
井
県
史
』
(
二
)
三
九
頁

『
国
事
叢
記
』
(
十
二
)
宝
暦
寸
年
五
月
七
日

の
条
宝
暦
九
年
三
月
越
州
屋
市
郎
右
衛
門
が
御
蔵
守
に

任
命
さ
れ
た
た
め
、
従
来
の
五
人
扶
持
に
三
人
扶

⑧@  @ @ @②) @ 
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三
九
頁

宝
暦
八
年
十
二
月
朔
日

@ 

持
が
加
増
き
れ
て
計
八
人
と
扶
持
な
っ
た
。

国
事
叢
記
』
(
十
一
)
〕

幸
田
成
友
『
増
補
江
戸
と
大
阪
』
(
昭

σ
富
山

一
房
)
で
、
諸
藩
の
大
坂
借
金
の
方
法
に
つ
い
て
具

体
的
に
説
明
し
て
い
る
。
(
一
九
二
|
一
九
四

頁
)
森
泰
博
「
福
井
藩
の
大
阪
借
金
」
(
宮
本
又
次

編
『
商
品
流
通
の
史
的
研
究
』
昭
必
ミ
、
不
ル

ヴ
ナ
書
房
所
収
一
四
三
|
五
頁
)
で
、
三
井

文
庫
編
「
近
世
後
期
に
お
け
る
主
要
物
価
の
動

態
」
収
載
の
享
保
初
年
(
十
八
世
紀
初
頭
)
と
推

定
さ
れ
る
「
覚
」
の
大
坂
登
米
一
覧
に
は
福
井
涯

は
出
て
と
な
い
し
、
ま
た
延
一
享
大
坂
武
鑑
に
も
福

井
藩
の
蔵
屋
敷
や
留
守
居
の
記
載
が
な
い
と
ζ

ろ

か
ら
、
と
の
時
期
ま
で
の
大
坂
廻
米
は
僅
か
で
、

大
坂
商
人
の
貸
付
は
あ
っ
て
も
蔵
米
販
売
に
結
び

つ
か
ぬ
大
名
貸
と
見
倣
さ
れ
る
が
、
{
玉
暦
年
間
に

至
り
、
福
井
藩
が
大
坂
領
主
米
市
場
に
お
い
て
毎

年
廻
米
す
る
落
と
し
て
登
場
す
る
乙
と
に
な
り
、

直
接
借
金
の
元
利
払
い
と
結
び
付
け
得
る
も
の
は

議
の
租
入
現
米
量
か
ら
み
て
、
年
間
一

l
二
万
石

程
度
と
推
定
し
て
い
る
。

諸
藩
の
大
塚
刷
出
品
本
に
つ
き
、
例
え
ば
加
賀
藩
で
は

物
成
二
十
数
万
石
か
ら
用
米
、
下
行
米
、
扶
持

米
、
江
戸
廻
米
等
を
差
引
き
、
年
々
十
万
石
程
を

大
坂
に
登
せ
て
金
に
代
る
と
と
が
で
き
た
。
(
土

屋
喬
雄
豆
別
掲
書
』
二
八
頁
)
し
か
し
、
薩
摩 " 

@ 
⑧ 

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



126 

上

港
政
動
揺
期
の
諸
問
題
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藩
の
場
合
は
程
入
現
米
は
約
十
二
、
一
一
一
万
石
で
、

そ
の
う
ち
扶
持
米
、
役
料
そ
の
他
を
除
き
年
々
大

坂
へ
廻
送
し
て
売
払
っ
た
米
は
僅
か
に
一
万
数
千

石
乃
至
二
万
石
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
(
二
九
頁
)

「
御
金
御
頼
大
坂
町
人
名
元
」
と
し
て
大
坂
で
の

著
名
な
両
替
商
や
富
商
二
十
名
を
あ
げ
て
い
る
。

米
屋
平
右
衛
門
、
鉄
屋
庄
左
衛
門
、
鴻
池
屋
善
右

衛
門
、
一
一
一
井
屋
八
郎
右
衛
門
、
和
泉
屋
次
郎
右
衛

門
、
傍
屋
六
兵
衛
、
鴻
池
屋
又
右
衛
門
、
鴻
池
屋

善
八
、
辰
己
屋
久
左
衛
門
、
平
野
屋
五
兵
衛
、
大

庭
屋
次
郎
右
衛
門
、
泊
屋
彦
三
郎
、
近
江
屋
休
兵

衛
、
助
松
屋
忠
兵
衛
、
加
嶋
屋
十
郎
兵
衛
、
堺
屋

佐
兵
衛
、
士
山
布
子
や
四
郎
兵
衛
、
升
屋
平
右
衛

門
、
平
野
屋
仁
兵
衛
、
嶋
屋
市
兵
衛

ま
た
「
御
家
御
出
入
御
用
掛
大
坂
町
人
」
と
し
て

次
の
四
名
を
あ
げ
て
い
る
。

鹿
嶋
や
久
右
衛
門
、
長
浜
や
源
左
衛
門
、
袴
や
弥

右
衛
門
、
袴
や
伊
右
衛
門

〔
『
国
事
叢
記
』
(
十
五
)
〕

「
文
化
七
午
年
正
月
江
戸
御
国
大
坂
当
時
御
取
扱

在
之
御
借
金
・
附
午
年
中
元
利
御
波
方
」
(
村
田

氏
寿
編
『
会
計
之
部
』
松
平
文
庫
)

「
弘
化
四
年
未
年
御
借
財
御
訳
立
」
(
村
田
氏
寿

編
『
前
掲
書
』
)

江
戸
借
金
二
九
四
、

0
0
二
両
の
う
ち
公
金
借
入

一
四
一
、
七
八
一
両
を
除
い
た
残
額
一
五
二
、
二

二
一
両
の
内
訳
は
、
上
野
御
山
内
一
一
、
五
四
O
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荷
、
江
戸
一
橋
様
二
、
五
O
O両
、
江
戸
当
座
一

八
、
四
O
O両
、
江
戸
士
口
調
達
四
七
、
八
八
五
両

二
朱
、
江
戸
士
口
調
達
御
訳
立
七
一
、
八
九
六
両
二

朱
と
な
っ
て
い
る
。
(
「
弘
化
四
年
未
年
御
借
財

御
訳
立
」
よ
り
)

領
内
宮
商
に
対
す
る
御
用
金
賦
課
に
つ
き
、
『
三

国
町
史
』
(
四
四
六
l
四
五
七
頁
)
に
お
い
て
年

代
別
に
か
な
り
詳
細
な
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、

そ
の
数
字
を
集
計
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

(
註
、
銀
表
示
の
も
の
は
、
そ
の
当
時
の
大
坂

で
の
平
均
相
場
に
よ
り
両
に
換
算
し
て
集
計
し

た
。
)

天
明
八
年
(
一
七
八
八
)
よ
り
文
政
六
年
(
一
八

二
三
)
ま
で
の
約
半
世
紀
閣
の
御
用
金
賦
課
額
は

計
一
八
二
、
六
O
O両
で
、
そ
の
う
ち
三
国
湊

の
豪
商
内
田
惣
右
衛
門
、
内
田
平
右
衛
門
両
人
で

負
担
し
た
分
が
計
三
五
、
七
二

O
両
、
さ
ら
に
翌

文
政
七
年
(
一
八
二
四
)
よ
り
弘
化
元
年
(
一
八

四
四
)
ま
で
の
二
十
年
間
の
内
田
惣
右
衛
門
に
よ

る
調
達
金
が
一
三
三
、
二
九
三
両
に
上
っ
て
い

づ
令
。
ま
た
六
代
目
内
田
惣
右
衛
門
の
手
記
に
よ
る
と
、

享
和
三
年
(
一
八
O
一
二
)
よ
り
文
政
九
年
(
一
八

二
六
)
ま
で
の
聞
に
正
金
三
二
、

0
0
0両
を

調
達
し
て
お
り
、
十
九
世
紀
以
降
で
は
領
内
御
用

達
の
う
ち
で
も
と
く
に
内
田
惣
右
衛
門
へ
の
借
金

依
存
度
空
高
ま
り
、
「
弘
化
一
五
年
十
月
三
国
の
巨

⑧ 

商
内
田
惣
右
衛
門
等
に
侍
頼
し
て
累
年
の
借
財
を

整
理
せ
し
む
」
(
『
福
井
県
史
』
(
二
)
六
O

頁
)
と
の
記
載
ま
で
み
ら
れ
る
が
、
巨
額
に
上
る

赤
字
財
政
に
対
し
、
彼
の
力
を
以
て
し
で
も
如
何

と
も
で
き
な
か
っ
た
の
は
拙
稿
で
問
題
に
し
た
弘

化
四
年
の
総
額
八
十
七
万
両
の
巨
額
に
上
る
借
財

に
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

『
国
事
叢
記
』
(
十
一
)
宝
暦
八
年
八
月
二
十

九
日
の
条

『
前
掲
書
』
(
十
二
)
宝
暦
十
一
年
三
月
十
六

日
の
条

豆
町
別
掲
堂
百
』
〈
十
五
〉
明
和
五
年
二
月
二
十
日

の
条
横
井
小
楠
「
富
国
論
」
(
山
崎
正
董
編
『
横
井
小

楠
遺
稿
』
所
収
昭
仔
)
一
三
官
具

革
新
的
藩
巨
の
代
表
で
あ
る
由
利
公
正
も
「
倹
約

」
に
つ
い
て
論
じ
「
金
が
な
い
か
ら
倹
約
を
す
る

と
い
ふ
て
は
、
実
に
無
智
も
亦
甚
だ
し
い
こ
と
ぢ

ゃ
、
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
私
は
水
野
の
倹
約
令
に

逢
ふ
た
、
僅
謡
に
銀
の
箸
鋳
潰
し
て

f
¥と
唱
は

れ
た
の
で
、
私
の
国
な
ど
で
は
障
子
の
塗
骨
ま
で

削
っ
て
仕
舞
う
た
、
か
く
し
て
人
心
が
全
く
萎
縮

し
て
仕
舞
う
た
の
ぢ
や
」
と
厳
し
い
批
判
を
加
え

て
い
る
。
〔
「
随
筆
」
(
由
利
正
通
編
『
子
爵
由

利
公
正
伝
』
付
録
所
収
七
七
頁
)
〕

『
日
本
経
済
叢
書
』
(
巻
二
五
、
三
二
二
頁
)

国
産
奨
励
や
専
売
仕
法
は
直
接
に
は
藩
の
封
建
的

危
機
克
服
の
手
段
と
し
て
実
施
さ
れ
る
が
、
こ
の
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